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うさぎ家
【ジャンル】
　　うさぎを題材にした、オリジナル小説。
【内容】
うさぎを預かった青年が、自宅でうさぎを飼うことの素晴らしさを知り、うさぎ無しでは生きられない身体になってしまう。
◆目次◆

　序羽　　　　　　　　　　　……八
第一羽　うさぎ付箋の人　　　　　　……十六
第二羽　卯月の人　　　　　　　　　……四十
第三羽　永遠の友　　　　　　　　　……六十
第四羽　うさぎのウーサ　　　　　　……百四
第五羽　うさぎ家　　　　　　　　　……百七十八
第六羽　うさぎライフ　　　　　　　……二百十四
おまけ　アフターエピソード　　　　……二百三十
序羽
雑居ビルの四階ベランダ。現在の時刻は三時。秋の風が心地よい。
私がワイエスという会社に入社し、このビルで働き始めてから気がつけば五年。休憩時にここから見る景色も見慣れてしまった。

変化しない日常。だから雨の日も風の日も、私は三時には変わらずこの場所にいる。
そんな私は、会社のペットの様だ。しつけを受け、お客様のため、会社のため、上司のために働くだけの日々。

動物のペットは飼い主の愛情を充分に受けて幸せそうだ。私も会社の愛情を受けることが出来たら幸せになるのだろうか。

「疲れているのかな」
ああ、癒しが欲しい。そう思いながら、秋風にため息を混ぜる。
そして、今の会社について考える。

ワイエスという会社は、主にゲーム開発のシステム部分を請け負う会社である。花咲市にある烏丸（からすま）ビルという小さな雑居ビルの四階にオフィス兼作業場がある。このビルは築十年は経っているようで、とても薄汚い。それにビル自体が五階建てと周りのビルより半分近く低く、極めつけはエレベーターがない。執務室は、コンクリート壁をただ白く塗っただけの場所に、ところ狭しと机とパソコンが配置されている。空調の調整が快適なのが救いか。

　休憩するときには、近くにあるコーヒー一杯百円の安カフェに行く人が多い。一応、会社内というのだろうか。執務室から繋がっているベランダにもちょっとした休憩場所がある。

私はなんとなくこの風を感じれるベランダが気に入ったので、ここでまったり外のビルを眺めながらコーヒーを飲んでいる。ここから見る景色も昔とはだいぶ変わった気がする。でも、毎日見ているので正直その変化が何かと言われると困る。

会社自体は設立してから今年で二十周年というそれなりの歴史を持つことから、ゲーム業界ではそこそこ有名だ。社員数も多く、詳しくは知らないがそれなりに儲けているはずである。それなのに新しいビルに移らないのには理由がある。それは、
「社長がこのビルの五階に住んでいるからなんだよね。最初聞いたときは公私混同過ぎるだろと思ったぞ」

そう言いながら、缶コーヒーを二つ手に持った男性が、私の隣にやってくる。彼は缶コーヒーを二つ持っているが、決して私のために買ってきてくれたわけではない。
プシュ！　勢いよく缶コーヒーを開け、彼は一本目を一気に飲む。そしてすかさず二本目をプシュ！　こちらは一気に飲むわけではなく、軽く口を付けるだけ。

彼はこの流れの後に休憩を始めるのだ。コーヒーをそんなに一気に飲んで胃を壊さないのだろうかといつも思う。
そんな彼の名前は、高鈴（タカスズ）友彦（トモヒコ）。私と同期入社で、入社した頃はどこにでもいるような黒髪の真面目な青年だった。だが今は、茶髪に寝癖としか言いようがないぐらいのボサッとした感じの髪型、裏地のライン部分が原色になっている少し派手目のカッターシャツの胸元を大きく開き、その上にこれまた原色のネクタイをしている。すっかり面影が無くなってしまった。

ワイエスでは服装はカジュアルなので問題ないのだが、社会人としてはどうなのか。と少し前までは思っていたが、今はもう慣れた。　

私自身の服装は、入社したときから変わらずに、黒髪にどこでもあるような白いカッターシャツに、薄色の無難なネクタイだ。
私が日常を好むタイプとすれば、高鈴は変化を好むタイプだ。
だから合わない部分も多いが、気がつけば他の誰よりも仲良くなっていた。しかし彼はココロを読んでくるのが厄介だ。
「どうした、疲れているのか。今夜、新しく出来た癒しの空間に行くかい。体力は減るけど、精神的には回復するぞ」
高鈴の言う癒しの空間とは、お姉さまがいっぱいいるところだ。　　

私はそういうところに行く気はないので、丁重にお断りした。

高鈴は残念そうな表情をしながら、
「そういえば、最終幻想社の新プロジェクトの話、聞いたかね」

と、問いかけてくる。聞いていないと言うと、彼は続ける。
「どうやら台湾に今度の新作のプロジェクトルームを作るらしく、その要員としてワイエスから何人か欲しいといわれているそうだ」

「なるほど、それは凄いね」
最終幻想社と言えば、日本を代表するＲＰＧを作り続けている会社だ。そこの新作に関わることが出来るというのは、この業界の人にとってはとても嬉しいことなのだ。それがどれだけハードな環境であったとしても。

この閉塞した日常が変わるかも知れない。私がそんな期待で少し胸を膨らませていると、高鈴はニヤリと悪そうに微笑む。
「残念、もう既に内定者には声をかけているってよ。話を聞いていない段階で残念賞だな」

相変わらず嫌な言い方をするやつだ。

私はそうそう上手くいかないかと自分自身でココロを慰める。
「そう言う高鈴は選ばれたのかい」
私の問いに、高鈴は再びニヤリと悪そうに微笑む。そして、
「俺がお前を置いてどこかに行くわけないだろ」
と言った。気持ち悪い言い方だが、ようは選ばれていないということだ。私はちょっと安心した。
この閉塞した日常を変えてくれる何か。私はそれを最近待ち望んでいる。それはいつやってくるのだろうか。もちろん私も大人だから、何かを変えるのであれば自分自身で動かなければならないことはわかっている。
「そろそろ戻るか」
気がつけば高鈴は二本目のコーヒーを飲み終えていた。
休憩時間は好きなだけ取ることが出来るのだが、だからといって取りすぎると仕事が終わらないし、何より仕事に戻りたくなくなってしまう。ただでさえ執務室と繋がる扉は物理的に重いのに。
私と高鈴は、お互いに空になった缶コーヒーを捨てる。そのときに私はふと頭に過ぎった疑問を高鈴に尋ねる。
「そういえば、高鈴は最終幻想社のプロジェクトに選ばれていないのに、何故知っているのかね」

私の問いに、高鈴は三度ニヤリと悪そうに微笑む。
「ある人が話を受けているのを盗み聞きした」
悪いやつだ。そしていちいちニヤリとするな。
（一体誰なのだろうか）

私がそう思っていると、執務室への扉を開ける直前。
高鈴は私のココロを読んで答えた。
「うさぎ付箋の人だよ」

第一羽　うさぎ付箋の人
パソコンのモニター右下にあるシステム時計は、十七時四十五分を示していた。それはつまり、今日の業務時間が終了したこと。

だけど、周囲の様子は何も変わらない。

「帰りたいな」

そう思いながら、私はぐっと背伸びをする。椅子の背もたれは私の背伸びを受け、少し後ろに反り返る。背もたれからの抵抗感の少なさに、近々壊れてしまうのではないだろうかと心配してしまう。だがその心配をしてからもう五年だから、案外このまま定年まで共に歩めるかも知れない。それは言いすぎか。
そんなよそ事を考えながらも、私の手は目の前のキーボードを叩きながら無機質な音を奏でている。例え今日が週末で疲れが溜まっていたとしても、そうそう帰宅してゲームや漫画の世界に行くことは出来ない。だから次第に私は、表面上は仕事をしているが頭の中では別の事を考えて気分転換するという術を身に着けた。

だが、そんな状態の私はとてもとても無防備だ。何故なら、おそらく少し前からいたのであろう、目の前に立ちながらこちらを見ている女性に気がつかなかったのだから。

その女性の名前は、湯浅（ゆあさ）春子（はるこ）。セミロングの黒髪に、折り目で模様が描かれている白いシャツ。そしてパンツスーツを履いている。そんなオフィス街を歩けばどこにでもいるような服装でも、この業界で言えば綺麗な方だろう。だが湯浅さんも例外なく、この業界特有のちょっとひねくれた性格の持ち主だ。
湯浅さんは私より三年早く入社している。そして私の入社当時の教育係でもある。そのときにフレンドリーに色々話してもらえたから、今でこそあまり会話はしていないものの、私がこの会社で気軽に話すことの出来る数少ない人の一人だ。

カタカタカタ。キーボードが語る。

「何か御用ですか」

「寝てたでしょ」

「寝てないですよ。見ていたらわかったと思いますが、ずっとキーボード動いていたでしょう」

「ふーん、それならいいけど」

なんとも感に触る言い方である。だが、彼女はいつもこうなのでもう慣れてしまった。そう、慣れたのだ。だから湯浅さんが私の元に来た理由もわかるのだ。

「このテスト結果の精査の続き、頼めるかしら」

そらきた。

私はキーボードから手を離し、目の前から私の横へと移動してきた湯浅さんから資料を受け取る。この紙束の厚さ、この一枚一枚に書かれている文字の密度から考えるに、三時間コースと思われる。　

ちらっとシステム時計を見る。シンプルな時計は十八時の五分前を示している。それはつまり、私の今の残作業と彼女から渡された作業をあわせると、あわせると、いや、考えたくない。

私は思考を麻痺させ、でも表情は麻痺させずに疲れを見せないように笑顔にして、いつも通り答える。

「喜んで」

私は机の脇に受け取った資料を置き、作業を再開する。再開してすぐに聞こえる湯浅さんの声。

「おつかれさまでした」

そして、颯爽と湯浅さんは退社した。それは私が知る限り、ほぼ毎日同じ時刻で、十八時。
湯浅さんがその時刻よりも遅く会社に残ることはほぼなかった。

　私は椅子に座ったまま、再びぐっと背伸びする。そして、思う。
（うらやましい）

私も今ぐらいの時間に帰りたい。そうすれば色々私生活も楽しめるだろう。時々頭の中を過ぎる、何のために働いているのか、といううつ病への一歩のような思考も無くなるだろうし。

だけど、現実は難しくて。いや、難しいというよりは、私自身に勇気と行動力がないだけだろう。

湯浅さんの様に、残作業を他の人に任せることも、任された人のことを考えると出来ないし、出社時間を早くするという元気も無い。

湯浅さんが羨ましい。だから私は、湯浅さんから渡される仕事に苛立ちながらも、そんな彼女を応援してしまうのだ。

私は三度ぐっと背伸びをする。

私の名前は、卯月（うづき）悟（さとる）。

何となく色々な会社に就職活動し、その中で一番早く内定を貰うことが出来たこのゲーム会社に就職した。この会社は大企業というわけではなく、かといって小企業でもない。なんとも中途半端な感じの会社だ。だから、実はそれなりに人はいて、それなりに融通が利くこともある。休みも事前に申告していれば基本的にはとれるし、仕事が焦げ付きそうになれば周りの方に応援を頼むことも出来る。
だから、湯浅さんのようなほぼ定時には帰宅するという仕事への取り組み方も、周りがどう思っているのかはさておき、会社としては問題というわけではない。残った仕事が回ってくる私には大問題なのだが。

湯浅さんから受け取った資料を見る。その資料の重要なポイントにはうさぎの付箋が貼ってあるのが見える。

そう、彼女が『うさぎ付箋の人』なのだ。この業界は付箋を湯水のように使うこともあり、会社がベーシックなタイプのものをどっさり用意してくれているのだが、彼女はそれを使わずに自前で持ってきたうさぎの付箋を使用しているのだ。付箋は大小様々で、形状はベーシックタイプと同じでうさぎのイラストがついているだけのものもあれば、形がうさぎになっているものもある。とても可愛いとは思うが、その付箋が貼ってある書類はとても可愛くない。
早く帰ることに加えて、うさぎの付箋を使っていることから湯浅さんはそれなりに会社内では有名人なのだ。

私はうさぎの付箋を眺めながら、高鈴の言葉を思い出す。
「最終幻想社の新プロジェクトか」

それに湯浅さんは選ばれている。だから近々台湾に行くことになるのだろう。それはつまり、彼女の今のこの早く帰る生活が変化するということ。彼女は変化についてどう考えているのだろうか。

パソコンの画面にスクリーンセイバーがかかる。操作をせずに五分経つと自動的にかかるように設定してある。ちょっと考え事をし過ぎていたようだ。私は姿勢を整え、一つ深呼吸する。

「今日もまた、何も変わらない日常だ」

ココロの中でそう思い、仕事を再開する。

　☆

気がつけば、時計は二十一時半を示している。湯浅さんから受け取った仕事は全て終わらせることが出来た。私の元々の仕事はまだ残っているが、この程度なら明日少しだけ闇出社すれば問題ない。

パソコンをシャットダウンさせ、まだ残っている他の方に軽く挨拶し、私は退社した。

会社前。毎日変わらない、闇と電球のコントラストが見せるどこか私の心を不安にさせる景色。季節は十月の秋。ほんの数ヶ月前の茹だるような暑さはどこいく風。上着を着ないと少し寒く感じる。

私はゆっくりと駅方面に歩きながら、携帯電話を取り出して時刻を見る。二十二時だ。湯浅さんが退社してから、実に四時間経っている。それだけあれば、漫画を読んだり、ゲームをしたり、自炊したり、色々出来そうだ。
だけど私は、今から帰ったら、コンビニで買ったちょっとした惣菜やお菓子を摘みながらネットサーフィンし、そして力尽きるように眠るだけ。

こんな日々を望んでいたわけではない。こんな日々を変えたい。だけど私には変える力はもう無くて。ただただ、変えてくれる何かを待ち望む日々。

「宝くじでも当たらないかな」

当選番号を携帯電話で検索するも、当たっているはずもなく。なぜなら、私は宝くじを買っていないのだから。

　☆

私が住むマンションの前に着いたのは、二十三時。マンションの中に入ろうとしたときに、どこかで聞いたことのある声がする。

「今日も元気ないね」

振り返ると、そこには何故か湯浅さんがいた。その姿は会社で見るきちんとした姿ではなく、ピンクと白の横ストライプの七分袖のシャツに水色に近いジーンズを履いている。そしてその手には動物を入れるキャリーと呼ばれるものを持っている。

働き始めてから五年間。このマンションで暮らしているが今まで湯浅さんにここで出会ったことはない。私は今、表情にこそ出してはいないが、とても驚いている。

「湯浅さん、どうしてここに」

私の問いかけに、彼女は呆れ顔をする。

「私はずっとここに暮らしているのよ。大学になってからだから、卯月君より四年は長く住んでいるわ」

気がつかなかった。確かに普段は湯浅さんの方が早く出社し、そして早く退社している。だから通勤時に会うことは無いのはわかるが、休日などを含めて全く会っていないのはおかしい。

そんな私の心を読んだのか、湯浅さんは答える。

「私たち、何度もすれ違っているわよ。でもいつも卯月君は考え事をしているのか、ぼけーっとしているのか、私には気づいていなかったわ」

「そうでしたか」

確かに私は移動中にすれ違う人の顔を見ることはない。会社でも同じなので、時々無視されたと勘違いする人がいるがそうじゃない。　

ただ単に移動中は考え事をしているだけなのだ。
しかし五年も無視を続けてしまったとは。湯浅さんも、もっと早く声をかけてくれたらよかったのに。
（はて）
「それなら何故今日は私に声をかけてきたのですか」

私の当然の問いかけに、湯浅さんは何故かとても驚いた。そんなに驚くような質問だろうか。さらに、湯浅さんは何故かわからないと言ってきた。そんな湯浅さんがよくわからない。

私たちはそんな話をして、一緒にマンションに入る。

私は七階、湯浅さんは十階だそうだ。

エレベーターが到着するまでの待ち時間。

「そういえば、そのキャリーの中には何か動物がいるのですか」

私の問いかけに、彼女はまた驚いた。これもさっき同様に驚くような質問だろうか。それにしても湯浅さんは会社にいるときとは違い、妙に感受性が豊かに見える。
私がそんなことを思っていると、湯浅さんは見せてあげると言って、キャリーの扉を少しだけ開けてその中を私に見せてくれた。

その中には、茶色い毛をしたうさぎがいた。

「どう、可愛いでしょ！」

そういう湯浅さんの眼が輝いている。私自身、うさぎを写真以外で見た覚えがないので、写真以上の可愛い存在に驚いた。キャリーの小さな扉からだけなので細かいところまでは見えないが、顔は茶色の毛がライオンのたてがみの様な形で覆われており、Ｙ字ラインの鼻の部分だけがミスプリントのように白くなっている。
そのうさぎは鼻をひくひくさせてこちらを見ている。私はお世辞抜きにその姿を可愛いと思った。
「ええ、可愛いですね。湯浅さん、うさぎ飼っていたのですね」

　湯浅さんは嬉しそうに頷く。そして、

「そうよ。だからいつも早く帰っているでしょ」

と、付け加えた。五年間働く中で一度も聞かされていないのだからわかるはずもなく。でも確かに普段からうさぎの付箋を使っているぐらいだから、うさぎを飼っていてもおかしくはない。

　ピンコーン。エレベーターが一階に到着したようだ。

そこからは特に会話はなく、エレベーターが七階に到着したところで私は降り、中に残る湯浅さんに軽く挨拶して別れた。

ガチャリ。七階の自身の部屋の扉を開ける。
相変わらず真っ暗な部屋。私は明かりとパソコンの電源を入れ、そしてカップスープ用のお湯を沸かしながら、お手洗いに入る。その後、手を洗いながら、疲れた表情を見せる顔を水で洗い流す。

日々繰り返してきた日常。私はそれを今日も繰り返しながら、さっきの出来事を思い出す。

同じマンションに住んでいることがわかった湯浅さん。そして、うさぎを飼っているという事実。私は、五年間繰り返してきた日常を変えるフラグが立った。そんな予感がした。

　☆

翌週の月曜日。この会社は毎週月曜日の十時から全社ミーティングを行っている。普段は各チームが現在の状況を説明するだけで終わるのだが、今日はそのあとに珍しく社長が出てきた。
オホン！　というお決まりの咳払いをしてから、話し始める。

「既に関係者には連絡しているが、この度、我が社から最終幻想社の新プロジェクトに参画することになりました。今回のプロジェクトは今までとは大きく異なり、台湾のプロジェクトルームで作業していただくことになります」

周りからざわめき声が聞こえる。私も事前に高鈴から聞いていなかったら驚いていただろう。高鈴の方を見る。高鈴はわざとらしく動揺して見せていた。

その後、社長は参加者の名前を順に呼び上げる。もちろんその中には湯浅さんの名前もあった。そして、
「今お呼びした方には、十一月の頭に出発してもらいます。期間は現在の予定では三月末迄です。ですが皆さんがご想像の通り、最終幻想社のプロジェクトはだいたい遅延します。なので少なくとも半年は帰って来れないと想定し、皆さんは引継作業をしっかり行ってください」

と付け加え、話すことは以上ですと言って執務室を出て行った。
ミーティング後は、名前を呼ばれた人の周りに人が集まり、新プロジェクトのことや海外勤務になることについて色々な質問をしているという光景があちこちに見られた。

ワイワイガヤガヤ、わいわいがやがや。喧騒が執務室を包む。
「ダメだ、これだけ騒がしいと仕事しずらいな」

私はいったん休憩することにして、執務室からを出て、いつものベランダに移動する。

いつものベランダに立ち、向かいのビルをぼーっと眺める。眺めながら、思う。

「そういえば、湯浅さんは飼っているうさぎはどうするのだろう」

さすがに台湾に連れていくことはないだろう。存在を聞いたことはないが、恋人がいたらその人に預かってもらうのだろうか。もしくは友人か。でもさすがに半年近くも友人に世話を頼むには負担が大きいかな。じゃあ、実家とかかな。
今日は風が吹いていない。だからなのか、秋にしては少し暑い。

何か飲むかなと思った瞬間、ガコンガコン。缶コーヒーを二つ購入する音。そして、プシュ。缶コーヒーの開封音。

（やつか）

と思ったが、数秒しても二回目の開封音が聞こえない。私は不思議に思い、自動販売機側を見る。するとすぐ横まで来ていた湯浅さんを間近で見ることになった。

「おわっ？！」

てっきり高鈴が来たと思っていたので、予想外の来訪者に私は思い切り驚いた。湯浅さんは私が派手に驚いたことに、おおげさね、と言いながら、缶コーヒーを私に手渡してくれる。

「ありがとう」

湯浅さんにこうして缶コーヒーを奢ってもらったのは初めてだ。そもそも会社で誰かに奢ってもらった経験は無いが。

「卯月君は、高鈴君と付き合っているのかな」

うぐっ。思わずコーヒーを噴出しそうになったが堪えた。

「どうしてそうなるのですか。高鈴は男性ですよ」

私が否定すると、湯浅さんは口に右手の人差し指を軽く当て笑う。
「そうよね。いつも二人でここにいるからそうなのかなって」

私は冷静さを取り戻し、答える。

「同期なだけです」
あとで高鈴にも変な行動は慎むように伝えておかねば。

それから湯浅さんとは新プロジェクトについてありきたりの質問をした。

最後にうさぎのことについても聞こうかなと思った瞬間、

「おお、今日は珍しい組み合わせだな」

高鈴が空気を読まずにやってきた。それを見た湯浅さんは、邪魔しちゃあれだし戻るね、と言ってそそくさと執務室に戻っていった。

その様子を不思議そうに見ながら高鈴は缶コーヒーをプシュっとする。何かあったの？　と高鈴が聞いてくるも、私も正直何故湯浅さんがここに来たのかわからなかったので適当にはぐらかす。

ただ一つわかったことがある。私はそれを高鈴に教えると共に、注意しておく必要がある。

「高鈴、悪い話がある」

　☆

　翌日から、ある変化が起きた。

高鈴がショックを受けてへこんでいるのはさておき、
「その仕事、私も手伝うね」

「あ、はい助かります。湯浅さんがお持ちの仕事は大丈夫ですか」

　湯浅さんは軽く微笑む。

「大丈夫よ。心配ありがと」

湯浅さんが私の仕事を手伝ってくれるようになったのだ。
手伝うと言ってくれた最初のときは、十八時には私に仕事を渡して退社しているのだから私の仕事を手伝う意味は無いと思っていた。
だがその日以降、彼女は私に仕事を渡すことは無くなった。傍から見ていても湯浅さんの作業速度は尋常じゃない程あがっていた。

一体湯浅さんに何が起きたのか。
　☆

一体何が湯浅さんを変えたのだろうか。

その答えはわからぬまま、金曜日を迎えた。

今日はいつも以上に自身の作業に時間がかかってしまい、その結果、あの日と同じ時間。私は二十三時にマンションの前に着く。

そしてそこには、あの日と同じ、だらしない感じの上着にジーパン姿の湯浅さんがいた。

一体何が湯浅さんを変えたのか。いや、そろそろ白状しようか。

もちろんその答えはわかっているのだ。

私は軽くためいきをつきながら、観念する。

「わかりましたよ。私がうさぎさんを大切にお預かりします」

私の言葉に、湯浅さんは計画通りと思ったような悪い顔を一瞬見せたのち、すぐに笑顔になる。実にわかりやすい人だ。
湯浅さんはキャリーの扉を開け、その中にいるうさぎを私の顔の位置に近づける。あのときに見た茶色の毛をしたうさぎが見える。

「ウーサちゃん、彼がこれからしばらく世話をしてくれる卯月（うさぎ好き）君だよ」

ウーサと呼ばれたうさぎが、キャリーの中からじーっとこちらを見ている。耳は片方だけが立っており、もう片方は背中にくっついている。モノラルか。

　私は少し腰の位置を下げ、ウーサちゃんの高さに顔の位置を合わせる。そして、

「なんか妙な呼び方で紹介された気がしますが、卯月（うづき）です。ええと、ウーサちゃん、よろしくな」

と、笑顔で挨拶した。ウーサは一瞬だけもう片方の耳も立てたが、すぐに元の背中の位置に戻した。

私は湯浅さんに頭を撫でてあげてと言われたので、恐る恐る撫でる。
サワサワッ。

初めて触るうさぎは、思っていた以上に毛がふさふさで気持ちよかった。もっと警戒してくるかなと思いきや、そうでもないことに少し驚いた。

私の撫でる様子を見て、湯浅さんは楽しそうに笑っていた。

第二羽　卯月の人
何の変化もなかった五年間は、一瞬にしてその形を変えていく。

湯浅さんからうさぎを預かることになった私だが、これまでにうさぎを飼ったことはない。そのことで湯浅さんには学生時代に何を勉強してきたのかと怒られたが、それは理不尽である。

「仕方ないわね、私が一からうさぎの飼い方を教えるから」

私が預かるのだからむしろ私の方が立場は上だと思うのだが、それでも命を預かるのだからちゃんと学ぶ必要があることは確かだ。

こうして私は湯浅さんが台湾へ行くまでの三週間で、基礎知識を叩き込まれることになった。

平日はさすがにお互い仕事があるから、学ぶのは週末にしようということになった。学ぶ場所はというと、もちろんウーサがいる場所である湯浅さんの部屋だ。
小さい頃に女の子の部屋に行った記憶はあるが、大人になってから入るのは初めてだからドキドキする。これが恋人の部屋であればラブロマンスを期待出来るのかも知れない。だがそんな期待が出来ないことは、湯浅さんの部屋が物語っていた。
（なんだこれは）
湯浅さんの部屋は、私と同じマンションだから大きさや構成は同じなのだが、その全てがうさぎ仕様になっていた。

まず玄関にはうさぎの置物、その先の廊下にはうさぎ模様の敷物、廊下の右サイドにある台所の食器乾燥機にはうさぎの形やイラストがプリントされた食器が並んでいる。
「特にこのうさぎのコップは気に入っているの」

そう言って見せてくれたのは、陶器タイプのコップだ。側面にうさぎの顔の模様が逆向きについており、うさぎの耳を模した二本の突起が可愛く、それによりコップが立つようになっている。

コップをひっくり返すと、正しい向きのうさぎ顔になる。飾っても可愛いし、飲んでも楽しい。そんな素晴らしいコップだった。
居間に入ると、部屋の右奥に一メートル四方のうさぎ小屋がある。うさぎ小屋は四本足の机の下にあり、その机の上にはうさぎの餌や草、そして色々なうさぎの人形が飾られている。
「一つだけ注意しておくけど、うさぎの『食事』ね。ペットは家族なのだから、餌なんて言っちゃだめ」

湯浅さんの指摘に、私は納得して頷く。

そして、そのうさぎ小屋と机を取り囲むように柵がある。これはうさぎを自由に遊ばせるときのスペースを区切っているのだろう。

部屋の左側には、腰ぐらいまでの洋服タンスに、その上に本棚が乗っているという組み合わせが二セット横に並んでいる。
「なんでこんなちょっと不安定な置き方をしているのですか」

素直にタンスと本棚を一個ずつ、大きなものを買えば良い気がする。

それはね、と言いながら湯浅さんは本棚から一冊の本を取り出す。その本を見ると、表紙がぼろぼろに破れていた。

「私も最初は普通の本棚を置いていたの。でもウーサが届く範囲に本があると、こんな風に齧られてしまうの」

だから、ウーサが届かない範囲までは洋服タンス、そしてその上に本棚を置いているとのこと。地震がちょっと怖いが、このマンションは耐震構造だから大丈夫だろう。うん。
そんなことを思いながら、改めて本棚を見る。そこには様々なうさぎ関係の書籍や雑誌が並んでいる。うさぎ以外の本は、ぱっと見た限りでは見当たらなかった。
部屋の中央にはちゃぶ台がある。
「まぁ、座ってよ」

私は湯浅さんに促され、ちゃぶ台の横に座る。湯浅さんは冷蔵庫からお茶を取り出し、私の前にさっきのうさぎ型の陶器のコップを置いた。手にとって見ると、より一層可愛く見えた。
「ありがとうございます」

私は一息つきながら改めて部屋を見渡す。そして肝心なものがないことに気がつく。

「湯浅さん、どこで寝ているのですか」

私の部屋であればベッドを置いているスペースにうさぎ小屋があるのだ。

そんな私の発言に、湯浅さんは悪そうにニヤリと微笑む。

「何？　いやらしいことでも考えているわけ」

「そ、そういうわけじゃないです」

　私は慌てて否定する。

「ふふ。ちゃぶ台を片付けて、今はクローゼットにしまっている布団をここに敷いて寝ているわよ」

なるほど。だから片付けやすいちゃぶ台を使っているのか。

湯浅さんは、その通り、と頷いた。
会社でうさぎ付箋を使っているのだから、うさぎ好きということはわかっていたが、予想以上のうさぎ好きだった。

私は口触りの良さを感じつつお茶を飲みながら、うさぎ小屋を見る。今まではキャリーの中にいる姿しか見ていなかったので、こうして全身を見るのは初めてだ。私は改めてウーサによろしくと挨拶する。ウーサはそんな私を見ているのか見ていないのか、特に動くことも無く小屋の奥で横になっていた。
「今はお昼だから、まだちょっと眠いのかもね」

夕方になると元気になるから触れ合うのは後にしましょうと言われ、私は頷く。

そもそも私がここに来た目的は、うさぎを飼うことについて学ぶためだ。いつまでもこうしてお茶しているわけにはいかない。私は本棚を見ながら湯浅さんに尋ねる。
「うさぎを初めて飼う人が読むような本ありますか」

湯浅さんはあるよーと言いながら、本棚から一冊の本を取り出す。

そして、私に手渡す。『うさぎと共に暮らす時間』という本だ。

「まずはこの本を読んで」

うさぎの迎え方、お世話の仕方の基本が書かれているようだ。

だが私はこの本の内容よりも気になることがある。
「何か、本棚にこの本と同じような初心者用の飼育本がたくさんあるように見えるのですが」
本棚には、『うさぎ初心者本』『はじめてのうさぎ』『うさぎのいる生活』などなど、明らかに今私が受け取ったのと同じようなうさぎ初心者本が並んでいる。こういった本はどれか一冊あれば大体わかるのではないだろうか。ましてや湯浅さんは大のうさぎ好きなのだから、必要はないはずだが。
私がそんなことを思っていると、湯浅さんは私が何を言っているのかわからないといった表情をしている。
「私は知識目的にこれらの本を飼っているわけではないわよ」
「え、じゃあ何でですか」
「その本に載っているうさぎの写真を見るためよ」
なるほど。確かにこの本にも、うさぎの飼い方の前に、うさぎの種類の紹介と称して様々なうさぎの写真が載っている。一種のうさぎのグラビアのようにも思える。
でも、だからといってこれらの本も安いわけではない。それでも当たり前のようにこれだけ買っているわけだから、うん、そうだ。

彼女は、私のように名前だけの『卯月（うさぎ好き）』ではなく、本物の『うさぎ好き』なのだ。

私は湯浅さんのような本物になるつもりはないが、少なくともウーサを預かっている間の世話をしっかりするためにも、ちゃんとした知識を身に着けなければならない。

「さて、始めましょうか」

こうして、私と湯浅さんの、三週間という短期間限定の、週末だけ同じ部屋で暮らす日々が始まった。

★　うさぎエピソード　変形　

　当たり前のように私専用になったうさぎ型の陶器コップでお茶を飲みながら、ふと思う。

「うさぎって、丸まっているときの姿と、伸びているときの姿で全然違いますね。まるで変形ロボのようです」

私がそう言うと、寝転びながらうさぎを題材にした漫画を読んでいた湯浅さんがこちらを見て答える。

「人間だって、立っているときの姿と、こうして私のようにへだらくに寝そべっている姿は全然違うけどね」

湯浅さんはそう言うと、ウーサを見て寂しそうな表情を見せる。
「そしてうさぎは最後には千の風に変形し、月に帰るんだよ」

「なるほど」

うん、何言っているのかさっぱりだ。というか勉強しましょうよ。
★　うさぎエピソード　うさぎチップス
ちょっと小腹が空いてきた。私は湯浅さんに何か食べるものは無いですかと聞くと、ペレットを出してきてくれた。それを食べるのはうさぎとペレットの味マスターの人だけでいいと断った。
「じゃあ、これを食べるのを手伝ってよ」

湯浅さんはそう言って台所の上の棚から出してきたのは『うさぎチップス』と書かれたお菓子だった。原材料は、うさぎ。ではない。

「一瞬恐ろしい想像しちゃったじゃないですか！」

「ふふ、気にしない」

うさぎチップスとは、アニマルカンパニー社という動物関係の商品を総合的に扱う会社の新商品だ。通常のサイズではなく、少し小さめの袋になっており、その代わりにうさぎカードがおまけで一枚付いてくるようだ。
「これが、そのカード。可愛いでしょ」

カードには様々な種類のうさぎの写真がプリントされている。確かにこれは可愛い。可愛いけど、

「これ、百枚ぐらいあるのですけど」

ニヤリ。湯浅さんは笑っている。私はため息一つ。

「食べればいいんでしょ」

私は観念して袋を開けると、中からさらに二つの袋が出てくる。一つはポテトチップスだが、もう一つは何だろう。

「こっちは、りんごチップス。人間も食べられるけど、うさぎが食べても大丈夫なものになっているの」

なるほど、うさぎと一緒にオヤツを楽しむことが出来るのか。コンセプトとしては嬉しいものだ。これがあと何十袋も残っているであろう現実を除けば。

今は現実を忘れ、パリッ。うん、美味しい。
★　うさぎエピソード　絵本

　湯浅さんの本棚を見る。そこには絵本も置いてあることに気づく。

「うさぎを題材にした絵本、こんなにあるのですね」   

私が小さい頃に読んだような気がするものは三冊程あったが、その他のものは見たことすらない。
「絵本も、小説や漫画同様、現在も出続けているからね」

確かに私たちが絵本に触れる時期はそんなに長くないから、知らない作品が多くて当然か。

そう思っていると、湯浅さんは一冊の絵本を取り出す。

「この絵本知ってる？　うさぎのうーさん」
「なんか凄くパクリくさい匂いがするよ」
危険な香りがするので、中は見ないことにした。
　☆
三週間という時間はあっという間に過ぎた。

カレンダーは十一月を示し、今日は、湯浅さんが台湾へと出発する日だ。湯浅さんは午前中だけ出社して様々な事務手続きを行い、いったん帰宅している。
私は今日は定時に退社し、マンションでウーサを預かるという段取りだ。

「ぎりぎりまで私の部屋にウーサの小屋を置いておきたいから、出発日に私が卯月君の家に運びいれておくよ」

少しでも長くウーサと一緒に居たい。その気持ちは三週間という短い間ではあったけれど、その間に見てきた湯浅さんのウーサに対する愛情の深さから充分に理解出来た。だから私は、湯浅さんに私の部屋の鍵を預けた。何らおかしいことは無い。

　時刻は十八時過ぎ。仕事が一段落し、勤務時間も形だけの定時を過ぎたので、私は予定通り退社した。

そして、マンションの前に到着すると、
「おかえり」

そこには、休日に湯浅さんの部屋に訪れた際に着ていたような、デフォルメされたうさぎがプリントされたシャツに、ジーパン姿というラフな格好の湯浅さんがいた。その傍にはかなり大きめのスーツケースがある。そして、湯浅さんの手にはキャリーに入ったウーサがいた。

昨日まではずっと元気だったが、今日ばかりはさすがに湯浅さんの表情に不安な気持ちが見て取れる。
私はそんな湯浅さんに対し、ニッコリと微笑む。
「ウーサは私にまかせて、仕事がんばってきてください」

私の言葉を受け、湯浅さんはちょっとだけ笑った。
湯浅さんはキャリーの扉を開け、ウーサに行ってくるね、と声をかけ、頭をゆっくりと撫でる。だが、あくまでそれは短時間。
ウーサに寂しい気持ちを悟らせてはいけないのだから。

私は、扉が開いたままのキャリーごと、湯浅さんからウーサを預かる。
「改めてよろしくな。ウーサ」

そう言って、私もウーサの頭をゆっくり撫でた。ウーサは何かを悟っているのか、少し身体が強張っているようだった。
「あまり緊張させてもいけないな」

私はキャリーの扉を閉める。その行動をトリガーに、湯浅さんはスーツケースの取っ手を持つ。そして、
「はい、これ」

そう言って、私に二本の鍵を手渡す。一つは貸していた私の部屋の鍵だ。ということはもう一つは、

「私の部屋の鍵よ。本を読んだりペット用品を使ったり自由にしてくれていいわよ」

「それは助かります」

湯浅さんは、基本の賃貸料は払うけど光熱費は後で請求するからそのつもりで、と付け加えた。私は頷く。

「あと、洋服ダンスは開けないでよね」

私は、もちろん！　と言いながら深く頷いた。もちろん！　ココロの中ではニヤリといやらしく笑っているが。
気がつけば、そろそろ湯浅さんは駅に向かわなければならない時間になっていた。
「じゃあ、そろそろ行ってくる。ウーサをよろしくね」

湯浅さんはそう言うと、スーツケースのごろごろ音を響かせながら、旅立った。小さくなっていく湯浅さんの姿。
それを見ている私の心の中にかすかな寂しさが生まれていることを、もちろん私は気づいていた。

　☆
湯浅さんが見えなくなり、私とウーサはマンションの中へと進む。

進む際に、ふと見たマンションの粗大ごみ置き場。そこにどこか見覚えのあるベッドがあった気がするが、うん、キノセイだろう。

　マンション七階にある私の部屋。そこに戻ってすぐに気がついた。
「ウーサ、キノセイじゃなかったね」

当初の予定では、私の自由なスペースが狭くなるが、ベッドの横にウーサの小屋を置くつもりだった。だが、今朝確かに私が寝ていたベッドは部屋に無く、そこに代わりにウーサの小屋と、それを取り囲むように柵が立てられていた。そして、ベッドの代わりなのだろうか、真新しい敷布団が部屋の片隅に置かれていた。
テーブルの上には、メモが一枚。
『ちょっとだけ部屋を改造させてもらいました』

これがちょっとですか！　と、ココロの中で今頃空港に向かっているであろう湯浅さんにつっこむ。

だが今更ベッドを戻すわけにもいかないので、私は観念した。

ひとまずウーサをキャリーから出し、小屋の中に戻ってもらう。
小屋に戻ったウーサは、いつもと違う環境であることに気がついたのか、少し落ち着き無く小屋の中をぐるぐる回っている。

私はそんなウーサにオヤツを差し出しながら、話しかける。

「今日から半年ぐらいかな、よろしくな」

ウーサは私の言葉を聞いたのか、オヤツの匂いに気がついたのか、こちら側にやってきてオヤツを奪って行った。

（ふふ）

そんな仕草にも可愛さを感じる。撫でてあげようかなと思ったが、
とりあえずは環境が変化したこともあるのであまりかまいすぎるのは良くない。
私は食事と水が充分であることを確認した上で、ウーサの小屋に目隠しカバーをかける。

さて。

私は湯浅さんには内緒にしていたが、計画していることがあった。

「まずは、買い物だ」

仕事用の服を脱ぎ、少し厚めの服装への着替えをさっと済ませ、

「行ってくるよ」

ウーサに挨拶をして、外へ出る。

「出かけるときに誰かに挨拶することなんて、久しぶりだな」

そんなことを思いながら、マンションの入口へ。そこにはマンションの管理人がいたので、私は軽く挨拶する。

「うん、出かけるときに誰かに挨拶すること、久しぶりじゃないな」
こうして、私とウーサの新しい生活が今始まる。

第三羽　永遠の友
烏丸ビルの四階ベランダ。このベランダについてもう少し詳しく説明しようか。執務室の中には三つの扉がある。一つはビルの一階から五階まで繋がっている階段側の扉。もう一つはお手洗いや給湯室がある小さなフロアへ続く扉。そして最後の一つが、今私がいるこのベランダへの扉だ。ここには自動販売機が一台設置してあるだけで、椅子すらない。元々は喫煙する場所だったようだが、私が入社したときには既に禁煙となっていた。

椅子や机が無いのは、長い時間休憩しないようにしてくれているのだろう。その配慮なのか、少し強い風なのか、涙が出てくる。

ベランダの柵は少し厚めで、高さも丁度ひじを乗せることが出来る良い高さなので、私はコーヒーを飲み終わった後の時間も、ただぼーっと向かいのビルを眺めて、気分転換を図っているのだ。

そんな私の気分転換タイムを邪魔するのは、決まって彼なのだ。

「どうした、何かいやらしいものでも見えるのか」

プシュ！　ゴクゴク。プシュ！

久しぶりに聞いた定型音の後、高鈴は話しかけてきた。そういえばこうして高鈴から私に話しかけてきたのは久しぶりだ。

「もう私に話しかけても大丈夫なのかい」

私と高鈴は、湯浅さんのせいでホモォ疑惑をかけられていた。高鈴はそういった噂が立つということだけでもショックだったらしく、しばらく私との接点を絶っていたのだ。
高鈴は私の問いかけにニヤリと笑いながら答える。
「もう大丈夫。俺は実は女性ということにした」

それで高鈴が良いと思っているならいいのだが、何か間違っている気がするが、放っておくことにする。
高鈴は二本目の缶コーヒーをちびちび飲みながら、私の横に立つ。

私は話し始める。

「実は、うさぎを飼うことになった」

高鈴は私の言葉にちょっとだけ驚いたようだ。

「これまた急だな。なんだ、うさぎ見に来る？　うん、いくいく！とかいうので女性を部屋に呼び込むためか。いやらしいやつだな」

今時そんな作戦が成功するようなことがあるのか。そもそもそれで成功する女性は、既に好意を持ってくれているのだろうし。
私はとりあえず言い返しておく。

「ピンク色のネクタイをしている人には言われたくない」

「ネクタイの色は関係ないだろ」

「確かにそうだな」

そんなやり取りをして、私は再び向かいのビルをぼけーっと見る。

高鈴はそんな私を普段と違うと感じたのか、真面目な口調で、

「どうした、悩みでもあるのか。聞いてやるぞ」

と言ってくる。私はちらりと高鈴を見る。その表情も真剣だった。

私はため息一つ。

「実はこれから迷惑をかけてしまう人がいるのだが、その人にどう声をかけたらいいものかと悩んでいる」

そんな私の言葉に、高鈴は、なんだそんなことかと笑う。そして、

「卯月はどうでもいいことにはおふざけを言うのに、誰かに何かを与えることにはクソ真面目だな」

それは悪い癖だ、とも追加してくる。
「気を遣っているのだよ」

　高鈴はぶんぶんと首を振って否定してくる。

「だからそれが必要ないんだって。ガツンといけ！」

そういう高鈴だって、いつも私のことを気遣ってくれているじゃないか。とは言わない。なぜなら高鈴からの気遣いにはだいぶ救われているのだから。今日もまたそうだ。
私はぐーっと背伸びをする。そして、

「そうだな、ガツンといくか！　アドバイスありがとな。今度缶コーヒー奢るよ」

と笑顔で返す。高鈴は苦笑いをして、答える。

「二杯飲むだけで限界だっつうの」

何故そこまでして飲んでいるのかが本当に不思議である。

　☆

その日の夕方。時刻は十八時。

私は高鈴の座る席の前に立つ。そして、書類をその机に置く。

「残りの作業、よろしく！」

私の笑顔に、高鈴は驚いている。

「冗談だろ？」

高鈴の問いかけに、私はゆっくりと首を振る。

「実はさっき、頭を思い切りハンマーで殴られたんだよ」

私の言葉に、高鈴は笑う。
「ガツン！とか」

という冗談はさておき、私は真面目モードに戻り、高鈴にちゃんと今の状況を伝える。
うさぎを湯浅さんから預かっていること、うさぎの世話をするために早く退社する必要があるということ。
状況を伝えたうえで、頭を下げる。

「わかったよ、やっとく。明日からも早く帰るのだろ？　それならなるべく私も卯月の仕事を手伝うようにするから。そして、十八時を過ぎた際に残ってしまった仕事は引き受けるよ」

と、高鈴は文句一つ言わずに受け入れてくれた。高鈴には本当に頭が上がらない。

「ありがとう。さすがズッ友」

「名前を変な位置で略すな。浅漬けにするぞ」

私たちは笑いあった。

　☆

烏丸ビルの前に立つ。十八時に退社すると、当たり前なのだが外が明るいということに驚いた。この私の定時退社を実現させることが出来たのは高鈴のおかげだ。持つべきは友。
今となってはこうして友人や周りにいる人の大切さを理解しているが、昔の私はそうではなかった。

子供の頃から漫画やゲームの世界感が好きだった私は、小中のときは家にいることが多くかった。それに対して親が怒り、嫌々ながら外に出て友人と遊んでいた。友人はずっと外に出ているわけではないので、流行りの漫画やゲームの話をしているのを聞いて、何故私の家ではやらせてもらえないのだろうと泣いていた。

高校生になってからはある程度自由に行動が出来るようになり、そして大学で一人暮らしを始めてからは本格的に引きこもるようになった。引きこもりといっても、もちろん授業や課外活動には参加しており、友人もそれなりにいた。だが決められた時間以外は、自宅で漫画や小説、ゲームやインターネットなどを楽しむ日々を過ごしてきた。それらのことの方が私自身の中で優先度が高く、それらを理由に友人の遊びの誘いを断ることも多くなっていた。
「付き合いも大事だよ」

誰からだっただろうか。そういうことも言われた気がするが、自由時間に自分のやりたいことをやって何が悪いのかと思っていた。

今思えば、これがずっとやりたいことをやらせてもらえなかった私の、少し遅めの親に対する反抗期だったのかも知れない。
社会人になると、今度は人間関係の希薄に寂しさを覚えるようになった。誰かと会いたい。そう思ったときには既に私には友人と呼べるような存在は残っていなかった。

そんな私に、高鈴は私の何が気に入ったのか、色々と話しかけてきてくれて、いつしかお互いに冗談や無理を言い合える仲になった。

一人が嫌なわけではない。だが、高鈴のような気兼ねなく話が出来る存在や、家で待っているウーサの存在は、私の日々の生活を楽しくさせてくれている。
あと一年で三十歳という齢になって、私は親が家の外に無理やり出させてきた理由を理解した気がする。
「というか何も言わずに外に出ろというのではなく、もっと子供にわかりやすいように友人の大切さを教えて欲しいよ」

本当にそう思う。
　帰宅後。私は部屋の明かりをつけ、ウーサに挨拶する。
「ウーサ、ただいま」

私の声を聞いたウーサは、それよりもご飯を早くよこせと食器をひっくり返していた。
　☆

湯浅さんが台湾に行ってから二週間後の週末。

日々、この世界の日常は進化している。ちょっと前までは敷居の高かったことも、今は簡単に実現することが出来る。そういうことに気がつかず、自身の適応力の限界から目を背け、日常の進化速度の遅さを嘆く人もいるが、それはナンセンスだ。

「さっきからそういうナルシストな発言はどうでもいいよ。ちゃんとウーサが見えるようにセッティングしてよ」

電話越しから聞こえる湯浅さんの文句。

「わかってます。努力していますよ」

さらに電話越しから聞こえる湯浅さんの文句。

「努力とかいいから。社会人なら結果でしょ」

その文句に、私も文句を言い返す。

「家に帰ってまで社会人レベルを要求しないでくださいよ」

私はＷｅｂカメラの向きを調整して、ウーサの小屋が全面映るようにする。カメラに映ってしまうから、机も少し移動させた。
電話越しの湯浅さんから、喜びの声。どうやらちゃんと見えるようになったようだ。私も自身のパソコンからカメラの映像を見る。

「基本の位置はこれで良さそうだね。あとは湯浅さん側からでもある程度カメラを動かすことが出来るから、小屋から出して柵の中で遊ばせているようなときは調整してね」

私がそう言うと、湯浅さんはさっそく色々カメラを動かす。

「思っていたよりも広範囲を見ることは出来ないのね。せっかくなら防犯カメラみたいなやつを部屋中にセットしなさいよ」

また湯浅さんは無茶を言う。私はＷｅｂカメラの前に立ち、首を横に振る。そして、
「一応、私にもプライベートというものがありまして」

と答える。そんな私に湯浅さんは、私は部屋の鍵を渡してプライベートを開放しているのだからその主張はおかしいと言ってくる。
いや、その主張はおかしいから。
と、そうだ。
「湯浅さん、お願いしていたマイク買いました？」

湯浅さんは電話越しに買ったよーと言ってくる。

「それじゃあ今後はそれを使ってＷｅｂカメラのシステム側で会話お願いできますか。さすがにずっと携帯電話で国際電話しているのでは電話代が心配です」

私の提案に、わかったと言って、湯浅さんは電話を切る。そしてしばらくすると、Ｗｅｂカメラを接続しているパソコンのスピーカーから湯浅さんの声が届く。

「これで無事にセッティング完了ですね」

私はそう言って、カメラに映らない範囲で寝転がる。

「卯月君、心遣い本当にありがとね。ウーサも元気かな。おーい、本家本元の飼い主ですよ」

湯浅さんの声に、ウーサは片耳だけをピクッと動かす。が、動きはそれだけ。現在時刻は十四時。ウーサもまだまだ眠いのか、小屋の中で横になり大人しくしている。

湯浅さんからすればそんな仕草でも嬉しいのか、ふふっといった声がかすかにこちらにも届いていた。
改めて状況を説明しよう。

私は、湯浅さんが旅立つのを見送った後、Ｗｅｂカメラを買いに行ったのだ。そしてセッティングを済ませ、湯浅さんが台湾に行ってから一週間後の週末に電話してきてくれたときにそれを伝えた。
湯浅さんは自宅では仕事のことを思い出すからとあまりパソコンを使っていなかった。だから彼女が台湾の居住先からウーサの様子を聞くために電話してきたときにＷｅｂカメラで常時ウーサの様子を見れるようにしたということを言うと、
「そんなことが出来るのか、この世界の日常は進化しているな！」

と、とても驚き、そして喜んでいた。それから電話で湯浅さん側のパソコンの設定方法を伝えるのにはちょっと苦戦した。結果接続が完了するまでさらに一週間の時間がかかったが、こうして無事見れるようになって一段落だ。

本当は湯浅さん側にもカメラを設定してもらえれば嬉しいのだが、さすがに女性の部屋を覗くわけにも行かないし、何よりこちらのＷｅｂカメラにアクセスしてもらうだけでこれだけ苦戦したのだから、どれくらいの期間が必要になるかわからない。
台湾との時差は、一時間。だから基本的に私と湯浅さん、そしてウーサは同じ時間帯を過ごしている。

「ウーサは元気そうね。ご飯はちゃんと食べているかな」

私はウーサの食器を見る。いつも通り空っぽになっている。

「はい、食べていますよ」

私が回答すると、続けて湯浅さんからの質問がやってくる。

「ちゃんと毎日小屋の外で遊ばせてる？」

「夕食の後に遊ばせていますよ」

それから一分ほどの間。

「水替えた？」

「換えました」

こんな感じに、湯浅さんはウーサに対するちょっとしたことを色々と質問してきた。ウーサのことが心配なのだろう。
　私は湯浅さんに問いかける。
「湯浅さんは本当に心配性ですね。そんなに心配だったなら、このプロジェクト話も断れば良かったのに」

現に、何人かは日本を離れるわけにはいかないという理由で断ったそうだ。

「そういうわけにはいかないわよ。ちゃんと働いてお金を稼いで、ウーサを養う必要が私にはあるのだから。一日中ずっと一緒にいたいというのは、愛情表現に見えてただの責任放棄でしょ」

確かに湯浅さんの言うとおりだ。人間の家庭で言えば、父親が働き、そして母親が子供の面倒を見ることが出来るが、一人暮らしでペットを飼うということは、片親で育てることに近いのだろう。それは簡単なことじゃない。

「しっかりしていますね」

改めて湯浅さんのうさぎを飼うことに対する真剣さに感心する。

「卯月君も男性なのだから、ちゃんと将来のことを考えて働きなさいよ。ちゃんと貯金もしてるかしら」

「まさかここで私がターゲットになるとは」

この話題を振ったのは失敗だったようだ。
こうして一気に騒がしくなった日常。今までの一人で自由気ままに生活していく日々も悪くは無かったけれど、今のような誰かと関わりながらの生活。これも悪くはないと思える。
「それじゃあ、私はいったんマイクを切って休憩するけど、またいつでも見れるように卯月君のところはずっとパソコン動かしっぱなしにしておいてよね」
「えー、電気代がかかるじゃないですか」

とは、言わないよ。怖いから。
湯浅さんが台湾に行ってから二週間。

今日までに湯浅さんからは何度か電話があった。その度に彼女はウーサを心配していたし、そしてやはり声に元気が無いように思えていた。まだウーサを飼い始めて二週間な私でも、ウーサがいない生活を想像すると寂しいかなと思えるようになったぐらいなのだから、湯浅さんの寂しさは相当だったと思う。

それが今日、こうして実際の映像を湯浅さんにお届け出来るようになり、声の調子も元気になったと思う。それだけでも、私はちょっと嬉しかった。
　だから、ちょっとぐらいの出費は我慢しよう。

私はウーサを見る。

「ウーサも、湯浅さんに会えなくて寂しいかい」

だが私の質問にウーサは特に何の反応も示さず、眠そうな眼をしているだけだった。

ふぁぁ。

ウーサがその小さい口を大きく開けてあくびしている。

ふぁぁ。

「私もちょっと疲れが出てきたから寝るかな」

ごろん。ウーサのゴロンの真似をして、私は昼寝を開始した。

★　うさぎエピソード　うさぎに対する知識
正直言うと、私は湯浅さんの部屋にあるうさぎ本の数には、

「ぶっちゃけありえない」

と思っていた。でも実際にウーサを預かり、自身でも飼育本を購入して読んでいたり、昼休みに本屋でうさぎ関係の本を立ち読みしていく中でわかったことがある。
『うさぎの飼育本は、基本部分は同じだが、それ以外の部分は作者の個性となっている』

基本部分というのは、うさぎは寂しいと死んでしまうということは迷信、水はちゃんと飲ませようなど。

それ以外の部分というのは、例えばある本では年齢によってペレットを切り替えようと書いてあるが、別の本では無理に切り替える必要はなくペレット中心からチモシー中心にしようと書いてある。

さてこの二つはどちらが正しいのか。

「どちらも正解でしょ」

湯浅さんに尋ねると、そう答えが返ってきた。その理由を聞くと、飼育本をたくさん読んで、年老いたうさぎのことを想像出来るようになりなさいと言われる。だから私は湯浅さんの部屋の飼育本を少しずつ借り出し、寝る前に読むことにした。
読み続けることで、年老いたうさぎの心境を想像出来るようになってきた。
「この年になり今さら違う味のするペレットなんて食べたくない」

そんな貴方には、ペレットの量を減らします。その代わりチモシーをたくさん食べてください。

「私は健康に気を遣うというか、ぶっちゃけペレットっぽいのならなんでもいいです」

そんな貴方には、老年うさぎ用の低カロリーペレットをどうぞ。

ようは飼っているうさぎがどのような態度を示すかでその選択肢が変わってくるのだ。飼育本の作者は、その作者が飼っているうさぎの行った態度を書いているのだろう。もちろん全ての本がそういう風に作られているわけではないとは思うが。
私たちは生涯、そんなにたくさんのうさぎを飼うことは出来ない。だから経験出来ることも限られている。うさぎ飼育本などのうさぎを飼っていた人が書いた本を読むことで、その方の知識や経験を身に着けることに繋がり、結果、自身のうさぎのために役立てることが出来るのだ。

「凄いなぁ」

改めて、湯浅さんはうさぎを飼うことに真剣なんだと感じた。
「で、うさぎグッズがいっぱいある理由は？」

「ん？　それは趣味だよ」

やっぱりただのうさぎ好きだったようだ。

★　うさぎエピソード　大惨事
　今日のウーサは元気だ。朝から小屋をガジガジしており、夜の散歩の時間が終わって小屋に戻した後も、ガジガジしていた。

明日は土曜日ということもあり、私は気が大きくなっていた。

「たまには一晩中ウーサを遊ばせてやるか」

そう思い、私はウーサの小屋の扉を開けたまま、眠りについた。
　翌朝。誰かが私をつんつんしている。

「もう少し寝かせてくれないか」

私はそう言って、睡眠を継続する。が、

「アイタタ！」

誰かに髪の毛を引っ張られる。何事？！　と私は驚きながら上半身を起こし、枕の辺りを見る。するとそこには、ウーサがいた。
私の方を何か言いたげな表情で見ている。

「何故ウーサがそこにいるのだ」

少しずつ働き始めてきた頭が、昨晩私が小屋の扉を開けたまま寝たことを教えてくれる。だがしかし、ウーサの小屋の周りには柵があり、こちらの部屋には来られないはずだ。
柵をチェックする。しかし柵の端はしっかりと固定されており、こちら側に来れるような隙間はない。柵の高さも五十センチはある。まさかこれを飛び越えることは出来ないだろう。
「湯浅さんに尋ねようかなと思ったけど、今日はまだアクセスしてこないか」

私はとりあえずウーサを抱え、小屋の中に戻す。
（ふぅ）
ちょっと開幕にトラブルが発生してしまったが、改めて休日の朝を楽しむことにする。ちょっと苦めのコーヒーにホテル直送のクロワッサンを食べながら、テレビの電源を入れる。
「はて」

テレビに映像が映るも、音がしない。音量が低くなっているわけではなく、ミュートになっているわけでもない。
ケーブルでも外れたかなと思い、テレビの後ろを見る。すると、そこには、噛み千切られたコードが散乱していた。テレビのコードは太いので齧ろうとした後はあったものの芯には届いていなかったようだ。だが、5.1チャンネルのスピーカーのケーブルは、無残な姿に変わっていた。

「ウーサ、いたずらしたな！」

ウーサを見る。私のショックなココロを気にすることなく、朝御飯をモグモグと食べていた。

私は仕方なくスピーカーのケーブルを外し、テレビ本体から音声を流すようにする。ケーブルはあとで回収して捨てよう。
こうして本日二度目のトラブルにもめげずに、私は朝食の続きを食べる。朝食の最後は、ヨーグルトで締め。

「ごちそうさま」

ウーサを見ると、ウーサも朝食は一段落したようだ。

私が家にいる日は、基本的に小屋の扉は開けっ放しにして柵の範囲なら自由に動き回れるようにしている。今日も同じように扉を開ける。ウーサは食事の時間をちゃんと覚えているように、私がいるときは外に出してもらえるということも覚えているから、開けるのが遅くなるとガジガジされてしまうのだ。

ウーサは、小屋の扉を開けてもすぐに出ようとはしなかった。まったりと小屋の奥で寝転がっている。朝食後の休憩タイムだろう。

「私もゆっくりしよう」
だがその前にお手洗い。
すっきりしてお手洗いから出てくると、何故かウーサが私がいつも座る座布団の上にいた。

「ウーサ、どうやって柵のこちら側にきたのだ？！」

そう思いながらウーサに近づくと、ウーサは悪いことをしているのがわかっているのか、私から逃げていく。私は悪戯心でそんなウーサを踏んでしまわないように気をつけながら追いかける。すると、

ピョーーン！

ウーサは私の目の前で五十センチはある柵をジャンプして飛び越え、小屋の中に戻っていった。

私はしばらく放心状態で固まった後、つぶやく。

「ウーサ、ジャンプ力凄いな」

私はお茶でも飲んで落ち着こうと、冷蔵庫から紙パックのお茶を取り出す。そしてそれを机の上に置こうとしたとき、机の上に水溜りがあることに気がつく。

「はてな」

何かこぼしてしまっていたのだろうか。コーヒーは確か全部飲んだはずだし。そんなことを思いながら、その水溜りをよく見ようと近づくと、
「く、臭い」

ということはつまり、これはウーサのオシッコということである。
「もう、ウーサ！」

だが当のウーサはやはり小屋の中でまったり寝転がっていた。

油断した私が悪いのだから、仕方ない。そう思いながらティッシュでオシッコを拭き取ろうとしたそのとき、バシャーン。

机の上に置いていた紙パックのお茶に肘が触れてしまい、机から落下していった。既に開封済みだったため、地面に落ちたお茶はその中身を盛大に撒き散らしたのであった。

二度あることは、三度ある。

こうして、私の大切な休日は散々なものになった。

★　うさぎエピソード　安心する場所
ウーサはいつも小屋から出せ出せとせがむけれど、何かあったら逃げ込むのは小屋の中である。
「やっぱり安心出来るのだろうね」
私の言葉に、湯浅さんはうんうん言っている。そして、

「だからよっぽどのことが無い限り、小屋の中にいるウーサを無理矢理外に出そうとしてはいけないよ」

と教えてくれる。

「ウーサが柵を越えられるようになったので、私の安心出来る場所が無くなってしまった件についてはどうお考えですか」

「元気でいいじゃないか。ウーサ、成長したね」
これが親バカなのだろうか。そんなことを思いつつ、新しいさらに高い柵を買うことを前向きに検討する私であった。

★　うさぎエピソード　寂しさ

　うさぎを飼っていることを伝えると、
「いいなー、私も飼おうかなぁ。でも仕事していると家にいないし、寂しくなって死んじゃうから駄目かな」

と言われることがある。こういう発言は、ようはうさぎを飼いたいと言ったことが社交辞令なのだろうと思うことにしている。

もちろん、うさぎは寂しさで死ぬことは無い。むしろ一人の時間を好むので、社会人が飼うのには犬や猫よりも適していると言える。

と、ここまでは周知の事実。

　私は今、Ｗｅｂカメラ越しに湯浅さんに攻められている。

「卯月君、改めて確認するけど、昨日家にいなかったよね」

昨日は急きょ友人の家に泊まることになったのだ。

「私だってもう大人です。外泊だってします。湯浅さんは一体何を怒っているのですか」

そう、私には湯浅さんが怒っている理由がわからないのだ。朝から全く家に帰らなくてウーサに食事をあげていないというのであれば怒るのもわかるが、ちゃんと私は一度帰宅して食事はあげているのだ。確かに散歩の時間をとることは出来なかったのは悪いが。
　そう思っていると、湯浅さんは話し始める。

「うさぎは寂しいと死んでしまう。というのは迷信。もちろん卯月君は理解しているよね」

もちろん。私はカメラに向かって頷く。湯浅さんは続ける。
「じゃあ正しく言い直すと、どうなるかしら」
言い直すとはどういうことか。
「うさぎは寂しさでは死なない、ということですか」

湯浅さんはその通りと言って、続ける。
「ここで大切なのは、うさぎは寂しさは感じるということ。確かに一人は好むけど、いつも一緒にいた人が急にいなくなったのなら、それはやっぱり寂しいと思っているはずよ」

湯浅さんは、さらに、だけどうさぎは何も語らない、と付け加える。そして続ける。
「うさぎが寂しいと死んでしまうというのは迷信。でも寂しいのは我慢してる。だから、食事さえあげていれば一晩ぐらい帰らなくても大丈夫かという考え方をすることは間違い。もちろん今回の卯月君のように理由があるなら仕方ないけれど、そうでなければそれは虐待に他ならない」

厳しい口調でさらに湯浅さんは続ける。

「だから、今回の卯月君の行動に怒っているわけじゃない。うさぎの寂しさについて認識していないことに怒っているというわけ」

なるほど。湯浅さんの言うことは正論だった。確かに私もそこまでは考えることが出来ていなかった。そしてこうして言われると、それは本当に当たり前のことだった。
私はウーサに向かい、
「昨日は寂しくさせてごめんな」

と言って、頭を撫でる。ウーサは気持ち良さそうに眼を細めている。

湯浅さんはそれで納得したのか、口調が普段の優しい感じに戻る。

「それじゃ今夜はお酒飲んでることだし、早めに寝るね。おやすみ」

そう言って、湯浅さんはＷｅｂカメラの接続を切った。

私はウーサの頭を撫でながら、思う。

「さっきのは、酔っ払いの戯言だったのか」

今後は、湯浅さんが酔っ払ってそうなときは寝てるふりをしよう。

そう決意した。

　そして、ちょっと反抗的に、
「ウーサを一番寂しくさせているのは湯浅さんだよね」
と、ココロの中で思った。もちろんそんなことは直接言えない。

余談だが、何故『うさぎは寂しいと死んでしまう』ということが言われるようになったのか。

これには何パターンか説がある。例えば、

『長い間うさぎを見ないということイコールうさぎの病気のサインに気がつかないということ』

『うさぎは群れで生きる。群れからはぐれて一羽になると生存率が低くなる』

といったものだ。
しかしこういった理由は他の動物にも当てはまるというわけで。
だから私が独自に思っていることは、

『うさぎを飼わせない闇組織が行っている風説の流布』

である。私たちうさぎ飼いは、それを正す必要があるのだ。
「さて、私も今日はお酒を飲んでいるから寝るか」

こうして、酔っ払いたちの夜は過ぎていく。
★　うさぎエピソード　交流
　湯浅さんは言った。

「海外にいると、日本ではあまり仲が良くなかった人でも、近くに居てくれると安心するね」

自分という存在を知っている人が近くにいるということは、何かあったときに頼ることが出来るという最終ラインでの繋がりに安心出来るものだ。誰と仲が良くなかったのは聞かないでおこう。
　湯浅さんは続けて言った。
「日本語が通じる人に会えるというのもホッとするよ。私、英語は出来ないし」

言葉が通じるということは、相手に様々なことを伝えることが出来るということ。そういう意味では台湾は親日国であり、歴史の観点からも日本語が通じる人が多いので、住みやすい場所ではある。

湯浅さんは、さらに言った。
「日本語が通じない人でも、仕草が同じ人には親近感を覚えるね」

例えば携帯電話で話しているときにでも頭を下げるであるとか、電車で降りる人を優先するとか、困っている人に声をかけるとか。

国籍は違えど、同じ人間なのだなということがわかって安心出来るそうだ。
　
ウーサからすれば、私の部屋は海外だ。　
湯浅さんの家に迎えられる前に両親と一緒にいたであろう場所から離れ、そして育ての親となる湯浅さんの家からも離れることになっている。ウーサのココロの中は、不安で一杯だろう。

私はウーサを見る。小屋の中でまったり横になってくつろいでいる。と思いきや、起き上がりあくびを一つ。そして水を飲み始めた。

その落ち着き度合いを見て、思う。

「ウーサからすれば、小屋の中はずっと同じ自宅なんだろうな」

　うさぎと人間は言葉が通じない。

うさぎは犬や猫のように大きく鳴くことはない。だが、オヤツをあげるときなど、興奮したときに鼻をぷーぷー鳴らすことはある。
「ぷーぷー」
だから私もウーサに向かってときどきその声を真似て言ってみている。だがウーサは特に何も反応を示さない。
そもそもうさぎ同士でも言葉を用いてやりとりしているわけではない。小学校で飼われているうさぎや、うさぎ島の動画を見ている限りでは、あくまでボディランゲージや絶妙な間合いでコミュニケーションを取っているように見える。だから私たち人間は、うさぎの言葉を真似するのではなく、うさぎの動きを理解すべきなのだ。
例えば、足をつんつんしてきたら遊びたいのサインであることや、足ダンは何かに警戒しているサインであるなど。
　うさぎと人間は別の生き物。でも似ている部分ももちろんある。

ウーサはよく小屋の中で勢いよく身体をゴロンとさせる。私も最近はそれを真似て勢いよく布団の上でゴロンとするようになった。私とウーサはサイズは違えど、今は格好は同じである。

ウーサも人間同様時々大きく口を開けてあくびする。それを見たときに、私はウーサに近づき、同じように口を開けてあくびをする真似をする。

こういう風に相手と同じ仕草を見せてあげることで、親近感を覚えてもらえるかなと思っている。

湯浅さんは最後に言った。
「それだけウーサに愛されようとしている行為を、人間の女性にしたら恋人が出来るのじゃないかな」

湯浅さん、わかっていない。私は今はずっとウーサに片思い中なのです。
　☆
　Ｗｅｂカメラを通しての湯浅さんとのやり取り。平日はお互い疲れていることもあり、ちょっと会話するだけであとは無言のままそれぞれの生活をしている。

今日は三連休前のウキウキした夜。私と湯浅さんは久しぶりに色々会話している。その中の一コマ。

　私はまったりと携帯ゲームでプレイしているＲＰＧのレベル上げをしながら、湯浅さんに声をかける。

「湯浅さん、一つ質問していいですか」

ちょっとだけ間が空き、湯浅さん側のマイクがオンになった音が聞こえる。私側は常にマイクオンだが、湯浅さん側はそうでもない。
「いいよ、何かな」

私がずっと疑問に思っていたこと。

「どうしてここまでウーサに本気になれるのですか」

湯浅さんはその回答として、うさぎが好きだからだよ、と答えた。が、その後すぐにうーんと唸ったかと思うと、つまらない話になるかもだけどと前置きして、さらに話を続ける。
「私はウーサの前にもうさぎを飼っていたのだけど、それは中学生の頃だったかな。そのときは可愛いから飼いたいという思いだけだったので、うさぎに対する知識も全くなく、結果としてすぐに亡くしてしまったの」

　湯浅さんの口調は、いつもと違い寂しそうな感じがした。

「この出来事を元に、湯浅さんはうさぎについて学ぶようになったのですね」
「そう、ちゃんと勉強するようになり、その中でまたどんどんうさぎが好きになっていったの。でもやっぱり初めて飼ったうさぎのことが忘れられなかった。だから新しい子を迎えることはせずに、動物園の触れ合い広場やうさぎカフェや友人の飼っているうさぎに触らせてもらうという形で、楽しむ日々を過ごしていたの」

なるほど。私は別れを経験していないから湯浅さんのそのときの気持ちはわからないが、想像するにかなりの寂しさだろう。
「で、それからしばらくしたある日、友人の飼っていたうさぎも亡くなってしまったの。私もその友人と一緒に悲しんだ」

「湯浅さんと、その友人は同じ境遇になったわけですね」
　私の言葉に、湯浅さんは、うん、と少し元気なく答える。

「でも友人は私とは違い、一週間ぐらいしたら新しい子を迎えたの。私にはそれは信じられない行為で、その友人を問い詰めた。もう前の子は忘れちゃったの？　そんな軽い愛情だったの？！　と。そうしたら彼女はこう言ったの」

『もちろん忘れていないよ。でも、前の子が今の私に望んでいることは、新しい子を迎え、その子も前の子と同じように幸せにしてあげるということだと思うの。うさぎは亡くなったら月に帰るというけど、それはつまりうさぎは月から来ているということ。じゃあこの子はもしかたら前の子の兄弟かも知れないし、もしかしたら前の子の生まれ変わりかも知れない。現実的に言えば月の話は迷信だけど、でももし本当にそうだったとしたら嬉しいよね』

「だから私は新しい子も精一杯幸せにしてあげるんだ。それが前の子が一番喜んでくれることだと思う。そう彼女は言った」

湯浅さんはそこまで言って一呼吸。

「だから私も新しい子を迎えることにしたの。そしてその子には前の子に恥じないよう、いっぱい勉強して、いっぱいの愛情を注ぐようにしていった。そうしていたら気がつけば、今の私のようなうさぎ好きが出来上がったというわけ。だからウーサには私はいつでも全力投球することが出来たの」

湯浅さんは照れくさそうに、なんか熱く語っちゃったねと言った。

私は湯浅さんの言葉に、素直に思ったことを伝える。

「良いこと言いますね」

「でしょ、自慢の友人よ」

いや、友人ではなく、湯浅さんです。とは、恥ずかしくて言えなかった。
　
私は携帯ゲームを終了する。そして、
「湯浅さんごめん。今日はそろそろ寝るね。良い話をありがとう」

そう言って、強引に湯浅さんとの会話を終了した。

そうでなければ、今私のココロの中に芽生え始めた気持ちを悟られるかも知れない。そう思ったから。
★　うさぎエピソード　ウーサはわかっている
　今日は湯浅さんがたくさん話してくれたから気がついたのだが、ウーサは湯浅さんが話しているときにはマイクの方を見ている気がする。
それはつまり、マイクからの音声ではあるが、それが湯浅さんの声であるということをわかってきたのかも知れない。
「私が思っている以上に、ウーサは色々理解しているのかな」
そう思うと、あまりウーサの前では変な行動はしないようにしようと思う今日この頃。
第四羽　うさぎのウーサ
湯浅さんからウーサを預かったあの日以降、私の中で何かが変わったようだ。十八時に退社するために仕事の効率化を図ることで、勤務時間こそ少なくなったものの、こなす仕事量、そして集中力は今まで以上になったと思う。これが噂に聞くメリハリか。
帰宅する時間を譲ることが出来ないのだから、どうしても過ぎそうな場合は、高鈴や周りの方に作業をお願いすることになる。今までは作業の全てを残業してでも自身の手で片付けようとしてきたが、協力してもらうためのコミュニケーションをとるようになった。　

それは甘えかも知れないが、もちろんその代わりに他の方の急ぎではない仕事を肩代わりしたり、昼食やコーヒーを奢るということで恩返しをしている。一人じゃない。それは素晴らしいことだ。
（でもまぁ、今だから言えることだが）

正直に言うと、ウーサを預かる際に湯浅さんに十八時に退社しろと言われていたが、二、三日ぐらいは可能だとしてもいつか破綻すると思っていた。だから今の私自身に、私自身も驚いている。
「卯月さん、変わったね」

周りからそう言われ、私は自身の変化を再認識した。
　湯浅さんは、うさぎを飼うということに常に本気だった。今思えば、それはつまり、うさぎを飼うということ以外のことも本気になっているということなのだろう。そうでなければ、うさぎを飼うということに本気で取り組むことが出来ないからだ。
そんな湯浅さんが、私にうさぎを預けるということを選んだ。

その理由はわからないけれど、私は彼女の期待に答えなければならない。

★　うさぎエピソード　焼肉パーティ
　今日は珍しく高鈴が家にやってきている。週末に牛肉の特売があったので、普段仕事を肩代わりしてもらっているお礼として、高鈴に焼肉パーティをプレゼントすることにしたためだ。

「うめぇ、うめぇ」

高鈴は変な声を出しながら食べている。私も焼くのが一段落したときにモグモグ。

「確かにこれは、うめぇ」

だろ？　と高鈴は言って、遠慮なく食べさせてもらうぞ！　と、どんどん食べていく。その姿は、とても幸せそうに見えた。
こうして冷蔵庫の一角を占有していたお肉は、二人の胃袋の中に収納されたのであった。
　焼肉パーティをしている間は、ウーサに匂いや油が飛ぶと危ないのでいったん小屋ごと玄関に移動してもらっていた。焼肉パーティ
が終わり、清掃・換気が終わったのちに再び小屋を元の位置に戻す。

私と高鈴はまったりとテレビを見ながら、お肉の余韻を味わっている。すると高鈴は、

「ウーサちゃん、触ってもいいかい」

と、言ってくる。

「いいよ。そういえば高鈴がウーサに会うのは今日が初めてだったな。紹介が遅くなった。まぁ湯浅さんの飼いうさぎだけどな」

ウーサの小屋の扉を開ける。そしてお菓子を高鈴に持たせ、柵の中に入って、四つんばいになってもらう。四つんばいになるのは、目線の高さをなるべくウーサと近づけるためだ。

お菓子の匂いを感知したウーサは小屋から飛び出してくる。そして、高鈴の元へ。

「おっほ、元気いいね」

高鈴は飛び出してきたことに驚きながらも、おやつだよーと言いながらウーサにそれを手渡す。ウーサはそれを口にくわえた瞬間、ダッシュで高鈴がいるのと反対側へ移動する。

「誰も取らないから逃げなくていいと思うけど、これはおそらくうさぎの本能だよ」

私は逃げる動きにちょっとショックを受けていた高鈴に説明した。そして、今あげたオヤツを食べ終えたら再び近くにくるということも伝える。
「お、きた」

ウーサはオヤツのおかわりがあるかなと思っているのだろう。再び高鈴の元へやってくる。
「今がチャンスだよ。撫でてあげて」

高鈴はおそるおそる手をウーサの頭に持っていく。そして、サワサワッ。何回か撫でたところで、ウーサはオヤツが無いことがわかったのか、ぷいっと翻り、小屋の中に戻っていった。

高鈴は、可愛いねーと言いながら立ち上がり、柵から出る。

「ありがとう、良い癒し体験になったよ」

高鈴はそう言うと、次は私に癒しのデザートを要求した。注文の多い料理店なやつだ。

デザートのモンブランを食べ終わったあと。

「なぁ卯月。ウーサちゃん、ちょっと太っているのか？」

高鈴にそう言われ、私はウーサを見る。確かにウーサは食っちゃ寝の生活だが、それなりに運動もしているので太っているということはないはず。今見た寝転んでいる姿も、一般的なうさぎの大きさに見える。私が普通だよと言うと、高鈴はウーサの首元を指差す。

「ウーサの首元の周りにお肉がついてるじゃない」

なるほど、高鈴はあれの正体を知らないのか。

「あれは、うさぎ用語でマフマフ。正式名称で言えば肉垂れと言うもので、うさぎの女性には出来るものなんだ。出産するときにはそこの毛を抜いて巣を作るのだよ。人間で言えば胸やお尻のようなもので、うさぎ好きからすれば、立派な肉垂れを持っているうさぎを見るとドキドキしてしまうのさ」

高鈴は、な、なるほど、とちょっと引き気味に返事する。マニアックすぎてついていけなかったようだ。
「とりあえずわかったのは、卯月がもうすっかりうさぎしか愛せない身体になってしまったということだな」

なんでそうなる。

デザートのモンブランの容器を片付けながら、思うこと。

「私たちは、今日でだいぶ太った気がする。やばいな」

高鈴は頷く。そして、

「さすがにお腹がポッチャリしているのを見てドキドキしてくれる人はいないだろうしな」
と、言ってくる。

私は冗談交じりに、

「世界は広いから、わからないぞ」

と言うと、高鈴はウーサを見ながらニヤリと微笑む。
「うさぎなら、マフマフと勘違いしてドキドキしてくれるかもね。ウーサちゃんになら愛されたいなぁ」

私は高鈴のその言葉に、な、なるほど、とちょっと引き気味に返事した。

こうして、焼肉パーティの夜は過ぎていく。

★　うさぎエピソード　眼力
　うさぎは耳が良く聞こえる動物である。だから私たちうさぎの飼い主は細心の注意を払わなければならないことがある。

　ガサガサッ。

　

ウーサのオヤツはチャックのついた袋に入れているのだが、全然関係ないものが入っている袋の音をさせてしまうと、スタタタタ。ウーサは柵のところに張り付き、こちらを見てくるのだ。
「ウーサ、これはオヤツじゃないよ」

私はそう言って、ウーサを見ないようにして作業を続ける。しばらくすると、ウーサは違ったのかと、とぼとぼ戻っていく。その姿を見ると、もう私の方が耐えられない。
「わかったわかった、あげるから」

こうしてウーサはまんまとオヤツをゲットするのであった。
もしかしたらウーサは、オヤツの入った袋ではないと気がついているけれど、こうしたらオヤツが貰えるということがわかっているのではないだろうか。

「さすがにそこまで打算的ではないか」

ウーサを見る。こちらに背中を見せながら、オヤツをゆっくりと口の中でモグモグしていた。

そんなウーサの表情が、一瞬ニヤリとしているように見えたのは、キノセイということにしておこう。

★　うさぎエピソード　暖房

　今日と明日は冷え込みにご注意ください。ニュースはそう私に教えてくれたからコートを着て出社した。執務室に入ってコートを脱ぎ、コートかけを探そうとしたそのときに、私はある事実を思い出してしまった。
『当社は、冬に初めてコートを着て来た人が一階の倉庫からコートかけを運んでくることにする』

そんな実にくだらないルールがあったのだった。私は会社の皆に、特に高鈴にニヤニヤ笑われながらも、一階から階段でコートかけを運んだ。その日は、一日中腕がだるかった。

その話を聞いた湯浅さんは笑っている。

「本当によくわからない決め事だよね」

「本当ですよ。まぁ他の方に感謝されたからいいですが」

これも一種の人助けだよ、と湯浅さんに慰められた。

そういえば。

「という感じでこっちはだいぶ寒くなってきたのですが、ウーサは毛皮を着ているから基本的には暖房なしでも大丈夫ですか？」

私の質問に、湯浅さんはうーんと唸る。

「それでも暖かくしてあげる必要はあるよ。ただ人間がいない間もずっと暖房するといったことまではしないでいいよ」

そう言ったあとに、私の部屋の玄関にある引き出しにうさぎ用のあったかマットがあるのでそれを取ってきて置いてあげて、とも付け加えた。私はあとで取りに行くと答える。そして、
「私はエアコンだと空気が乾燥してしまうので電気ヒーターを使っていたけれど、コードを噛まれてしまう可能性があるし、今年は使わない方がいいな」

と、問いかけ混じりに言った。

もちろんコードカバーというものはあるが、今は万が一のことが起きることが怖い。

「そうだね、エアコンの方がいいね」

そうなると、アレが欲しくなる。

「加湿器を買ってくるかな」

私がそう言うと、湯浅さんは加湿器の購入には反対してくる。

「ウーサに余計な湿気を与えてしまうことになるからね」

そう言われると買えないではないか。

私は困り果てて、湯浅さんに質問する。

「じゃあどうすればいいですか」

湯浅さんは、私の質問にきっぱりと答える。
「我慢しろ」

「ですよね」
★　うさぎエピソード　丸いアレ

　うさぎのうんこには二種類あって、一つは丸くてコロコロしたもの。無臭で乾燥している。もう一つは食糞するもので、これは基本的に放置されるものではないが、何かの理由で放置されることもある。こちらはなかなか臭い。形は想像させて申し訳ないが、人間や犬と似ている感じである。そして柔らかいので、気づかずに踏んでしまうと大惨事になる。
湯浅さんからウーサを預かりたての頃は、私はこの二種類ともを丁寧にティッシュで包んでビニール袋に入れて捨てていた。

だがウーサとの生活に慣れてくると、もう丸い方は素手で気にせず触ることが出来るようになった。これも一種の成長だろうか。
「いや、それでもちゃんとその後に手を洗ってよね」

ですよね。

湯浅さんは続ける。

「食糞を食べないということは、ペレットをあげすぎているか、体調が悪いかのどちらかよ。たまに残してある程度なら問題ないけど、それが続くようならまた教えてね」

私はわかったと言って頷いた。

そして、ウーサを見て、
「ウーサもわかったか？」
と、言った。だがウーサは返事もせず、横になってまったりしているのであった。実にけしからん。
★　うさぎエピソード　男前

　今日も私は十八時に帰るように仕事をこなす。そんな私の横に、普段よりも張り切って仕事をしている高鈴がいる。
「ふんふーん」

鼻歌まで歌って上機嫌だ。

理由を問いかけると、ハイテンションな様子で、
「今日はデートなのだよ。だから俺も今日は十八時に出るぞ」

高鈴はそう宣言した。だから私は高鈴を哀れんだ。私たちの業界では、そういうときこそ色々とトラブルが起きるものだから。

その私の予想は的中し、予定外のミーティングや仕様書側のミスが発覚して戻り作業が発生するなど、自身ではどうしようもないことで貴重な業務時間が消費されていく。

「負けるかよ！」

高鈴はそう言って、普段は汗をかいたりしないのだが、ハンカチ片手に作業をこなしている。
（よっぽどデートが嬉しいのだな）
高鈴に恋人がいるという話を大昔に聞いたことはあるが、普段は全然そういう感じに見えなかった。今日改めて話を聞くと、どうやら遠距離恋愛だったようだ。

「高校時代からの付き合いなんだ。でもお互い遠い大学に行くことになって、それで仕事はお互い近い場所で見つけようとしたんだけど、やっぱりこのご時勢だとそうもいかなくてな」

大学時代からというと、約十年か。それは凄い。

　私はなるべく高鈴に作業を渡さないように、私自身も高鈴に負けじとハンカチ片手に作業に取り組んでいく。それは功を奏し、十八時間際になった頃には作業の大半が終わっていた。
だからこそ、上手くいかないのだ。

十八時になった瞬間。執務室に叫び声が響き渡る。その声の主は、やはり高鈴だった。私は高鈴の元に行く。
「卯月、やってしまった。焦っていたばかりに、今日の作業データを全部消してしまったよ」

そう言う高鈴の声には、焦りと嘆きが混じっているのがわかる。

（しょうがないやつだな）

　私はそんな高鈴に、ニッコリと微笑む。

「そんなことだと思ったよ。絶対何かあると思って、ちゃんと今日は高鈴の作業分も定期的にバックアップを取っておいたから」

私の言葉に、高鈴は、助かったーっ、と息をはく。そして、私にそのバックアップデータはどこにあるのか尋ねてくる。だから私は答える。

「今日は急いでいるのだろ。後はやっておくから、行ってこい」

その言葉が意外だったのか、高鈴はとても驚いている。

「卯月も帰らないといけない時間じゃないか」

私はゆっくりと首を振る。

「私の方はちょっとぐらい遅れても大丈夫だから」

高鈴は、ありがとう！　と私の手を取りながら言った。そして、それから五分もしないうちに退社していった。
私は高鈴の姿を見送ってから、再びパソコンに向き直る。

そして、この後の自身の行動をどうするか考えて行く。

　　★

時間は流れ、終電間際の会社。そこに何故か高鈴がやってくる。

そして私の姿を見て驚いている。

「まさかとは思ったけど、やはりここか」

高鈴は、今日のお礼にと私の家に寄ったそうだ。でもしばらく待っても誰も出ないし戻らないから、まさかと思ったとのこと。

「お前、ウーサちゃんはいいのかよ」

　私は高鈴を見て、微笑む。

「食事とＷｅｂカメラ起動だけしてきたよ。タクシーで往復して」

本当は遊ばせてあげる必要もあるけど、今日は緊急事態だからということで湯浅さんにも了承を得ている。
高鈴は改めて、ありがとう、と言った。

私はこっちこそいつもありがとな、と言って、それからおまけに。
「で、デートは楽しかったかい。って、聞くまでもないか」

高鈴が不思議そうな表情をして、なんでだよ、と問いかけてくる。

私は、悪そうな笑みを浮かべながら、言った。

「風呂あがりの匂いがしているのだよ。いやらしいやつめ」

　高鈴は私の言葉を受け、はぁ、とため息一つ。

「あのな、バックアップがあるという嘘をついてまでさりげなくデートに行かせてくれたぐらい気を遣ってくれたのだから、そういうデリケートなことにも気を遣って欲しいですな」
「違いない」

私と高鈴は、二人しかいない執務室で笑いあった。

　その後、湯浅さんからメールが届く。

『ウーサお怒り中。ガジガジしているようなので、早く帰宅して遊ばせよ』
　☆

今日もまた一日が始まる。

「ウーサ、おはよう」

まずはウーサに挨拶。そして、いつも食事を貰えるという期待でソワソワしているウーサのためにも素早く食器に食事を入れる。だが、今朝は様子が少し違っていた。
「ん？　今朝はまだ寝ているのかな」

普段なら食事を入れた瞬間にがっついてくるのだが、今日はまだ小屋の奥にいて眠たそうな表情をしている。
「昨晩、私が寝てからも夜遊びしていたのかい」
うさぎは元来夜行性だ。人間と同じ時間帯に生活をすることで、ある程度人間に近い生活をするようにもなるようだが、ウーサの場合は私が日中は仕事をしていて居ないので、その間に寝て、私が帰ってきてから起きて活動しているという本来通りの夜行生活を送っている。
私はウーサに目が覚めたら食べなよ、と言って、私自身の食事の用意をしていく。

ウーサがすぐに食事をしなかったこと以外はいつも通りの動き。

朝の時間はあっという間に過ぎ、次は会社の時間。

昔とは大きく変わった、今になっては日常。そんな日々を過ごす。

昼休みも、昔の私はすぐに執務室に戻っていたが、今は近くの本屋で時間ぎりぎりまでうさぎの本や雑誌を立ち読みしている。
ちなみに、うさぎの雑誌については湯浅さんが定期購読をしているので、彼女の部屋には家主不在でも毎回届いている。私は湯浅さんの許可を得て、それを読ませてもらっている。

（まぁ、本屋で立ち読みすることの方が多いのですけどね）
そんなこんなで会社の時間も十八時には終わり、十九時に帰宅した。

そして始まる、夜の時間。
「ただいま、ウーサ」

まずは小屋の中にいるウーサに挨拶。ウーサは小屋の奥で丸まっているようだ。次は、夕食をあげるために小屋の入口を少しだけ開ける。ウーサが暴れたい気分だったりするとこの段階で無理やり出てこようとしてきて困るのだ。ウーサを自由に動き回らせるのは、衛生的な意味でも私の食事が終わってからにしているからだ。
だが、今日は出てこようとはしてこなかった。

「朝と同じで、今日は眠いのかい」

そう言った私の言葉にピクっと反応はするも、小屋の奥側から動こうとはしなかった。そして私は片手で入口の扉を持ちつつ、もう片方の手でペレットを入れようとしたところで、食器の中に今朝に入れたペレットとチモシーがほとんど残っていることに気がつく。

「いや、これはほとんどというより、朝のそのままかな」

今日は食欲が無いのだろうか。確かに私も激しい運動をした後は、一時的に食欲が無くなることはある。でも、それでもちゃんと食べた方が身体には良いと思うのだが。
だからと言ってそれをウーサに言葉で伝えることは出来ない。私はそんなことを思いつつ、またあとでウーサが目が覚めたときにいっぱい食べれるようにもう少しだけ盛り付けた。
ちなみに普段のウーサの食事の盛り付けはこうだ。食器の中に一掴みのペレット、そしてその上にチモシーを山盛りに入れる。こうして野菜たっぷりペレッ丼が完成となる。
この段階になってもウーサが起きてこないので、私は少し寂しくなりウーサの大好きオヤツシリーズの乾燥青マンゴーを取り出し、ウーサの前に差し出す。ウーサはそれには反応し、私の手から素早く奪い取って小屋の奥に戻り、もぐもぐした。
うさぎのこのオヤツを受け取ったらその場で食べるわけではなく一定の距離をあけてから一人で食べるという仕草は、食事を奪われないようにするための野生の本能だとはわかってはいるが、ちょっと寂しくもある。うさぎは賢い生き物だ。私のことを認識しているし、体内時計もしっかりしている。お手洗いの場所もちゃんと同じ場所でしている。だから、記憶力は良いのだと思う。
将来的に、いつか私のことを本当に信頼してくれれば、オヤツをその場で食べてくれるようになるかも知れない。
私はそんなことを思いつつも、ウーサのオヤツを食べる可愛い仕草を見て、満足した。

それから小屋の扉を閉め、私自身の夕食の準備を始める。

「おっと、もう一つ大切なことを忘れていた」

私は即席麺を食べるためのお湯の沸き待ちの間に、パソコンの電源を入れる。そして、沸いた頃に立ち上がった画面からＷｅｂカメラ機能を立ち上げる。これにより、湯浅さんがウーサの小屋の様子を見ることが出来るようになる。この作業を忘れてしまうと、仕事から帰宅した湯浅さんから怒りのメールがやってくるのだ。

湯浅さんがいる台湾とは時差が一時間ほどで、湯浅さんは食事が終わってから接続してくるので、基本的に私が帰ってからニ、三時間後になる。今日もまだ繋げてくる様子はなかった。

ズルル、ズルルルル。今日の夕食は即席麺。
「健康に気をつけて、野菜も取らないといけないよね」
そうウーサに話しかけながら、私は野菜ジュースを飲んだ。
一人暮らしを始めてからだいぶと長い期間が経っているのだから、そろそろ自炊ぐらい出来るようにならないといけないな。

そんなことを度々思うも、やはり即席の食事に頼ってしまうダメな私。そんな反省の心も、麺と共にズルズルと飲み込んでいく。

　☆

ピンコーン。Ｗｅｂカメラへの接続音がパソコンのスピーカーから鳴る。湯浅さんだ。
「こんばんは、ウーサちゃんと卯月（うさぎ好き）君」

「何か変換がおかしい気がしますが、私は卯月（うづき）です」

「はいはい」

湯浅さんとのお決まりのやり取り。私が帰宅してから二時間後の接続だから、湯浅さんは台湾であの予定通りに作業が進まないことが予定通りという最終幻想社のプロジェクトに参画していても、十八時ぐらいには帰宅しているのだろう。さすがである。
私は少し溜まっていた洗濯物のアイロン掛けをしながら、湯浅さんと今日あった出来事などの雑談をする。

二人一緒の部屋にはいないけれど、こうして話が出来る関係というのもいいなと思う。
そして、アイロン掛けも終わり、会話も途切れた頃。時計は二十三時を指している。少し疲れたなと思い、横になりながら漫画を読んでいると、湯浅さんが不思議そうな口調で話しかけてくる。
「ねぇ、ウーサの食事がまだそのままな様に見えるけど、今夜二回あげたのかな」

湯浅さんの言葉を受け、漫画から目を離しウーサの食器を見る。今日帰宅したときに作ったペレッ丼がそのまま残っていた。

「いや、今日帰ってきたときに入れたやつがそのまま残っているね。まだ眠いのかな」

私の回答に、湯浅さんはさらに質問を続ける。

「今日帰宅したときには、朝あげた食事は無くなっていたかな」

「いや、ほとんど残っていたかな」

私のこの回答の後すぐに、バタン！　スピーカーから何かを叩くような音が聞こえる。そして、
「卯月君、それは一大事です。何を悠長にしているのですか！」

と、湯浅さんの怒鳴り声。その尋常じゃない様子に、私は現状を再認識する。そして、うさぎの飼い方の本に書いてあったあることを思い出す。
「うさぎが食事をしていないということは、とても危険な状態！」
私のその言葉に、湯浅さんは今頃何言っているのと再び怒鳴る。

私は今になって現在のウーサの状況を理解し、焦る。
湯浅さんはまず私にウーサのお腹を調べるように促す。私は小屋の扉を開け、ウーサの元に手を伸ばす。すると、ウーサはぶーぶーと威嚇するような声を出し、これ以上奥には行けないのにも関わらず、さらに奥へと逃げようとする。

「その様子だと、やはり調子が悪いみたいね。あ、無理してウーサに触ろうとしなくて大丈夫。状況は理解したわ」

その言葉を受け、私は手を引っ込める。

私はいったんウーサの小屋から離れ、湯浅さんの部屋から持ってきているうさぎの飼い方の本を取り出し、改めて読む。
その本には、うさぎが食事をしなくなったらすぐに病院に連れていくこと、夜間だからと躊躇うのは良くない、と書かれていた。そのことを湯浅さんに伝えると、まずは落ち着くようにと言われる。
「深呼吸してごらん」

スーハー、スーハー。落ち着いた。
「その本に書いてあることは最もなことだけど、現実的にはその通りに動くことは困難よ。そっちはもう二十三時を過ぎているでしょ。そんな時間に空いている動物病院だと、アニマルカンパニー社の付属病院ぐらいになるし」

アニマルカンパニー社と言えば、電車で三十分以上はかかる。
「そうか、湯浅さんに教えてもらっている近くの動物病院はさすがに今はもう閉まっているか」
私の焦りを他所に、湯浅さんは至って冷静だ。

「いいかしら、心配しているのはもちろん私も同じだけど、今はまず冷静になってね。不安なままでいると、それがウーサにも伝わってしまうから」

そうだった。うさぎはそういうことに敏感な生き物だ。私は改めて深呼吸し、そしてお茶を一杯飲む。お茶の入ったコップを持つ手が震えているのがわかる。落ち着け私。
「教えた野花動物病院の場所は大丈夫だよね。明日の開院時間にあわせてウーサをそこに連れていってもらえるかしら」

私はＷｅｂカメラに向かって頷く。

（まてよ）
頷いてから、思い出す。明日は早朝からお客様に納品物を実際にプレイして精査してもらう日だ。今後も案件が来るかどうかが決まる大事なイベントだ。用事があるからと気軽に休めるものではない。

（どうする、卯月よ）

社会人なら仕事を優先すべきじゃないのか。
「卯月君、どうかしたの」

どうやら考え事をしながら固まってしまっていたようだ。湯浅さんが少し不安な声で話しかけてくる。その声を聞き、私は少し冷静になれたようだ。
そう、私は今は一人で仕事をしているわけではない。だから、許せ高鈴。明日はまかせた。私はココロの中で謝る。
そうと決まれば、行動あるのみ。

「湯浅さん、ウーサを連れていく方法は、キャリーでいいんだよね」

キャリー自体は湯浅さんを見送るときにウーサごと受け取っていたので、今は私の部屋の玄関に置いてある。

「うん、今日のうちに準備しておいて。あ、あと私の部屋の玄関にクッションマットが置いてあると思うから、それをケースの中に敷いておいてあげて。今の時期だと、キャリーそのままだと冷えてしまうだろうし」

私は再びＷｅｂカメラに向かって頷く。
そうとわかれば善は急げだ。私は急いで外出着に着替える。

「じゃあ、ちょっと行ってくるよ」

その後、私は明日に向けて野花動物病院の場所や開院時間の再確認など、準備を進めていく。
普段は私が寝るときにはパソコンの電源を落とすためにＷｅｂカメラを停止させるのだが、今日は湯浅さんの要望もあり、繋げたままにする。私が寝た後も、湯浅さんは起きている間は小屋の様子を見ていたいそうだ。
（そりゃそうだ）

近くでウーサの様子を見ることも元気付けることも出来ない湯浅さんは、今は本当に辛いと思う。それでも冷静になって私を落ち着かせ、対処方法を伝えてくれた。その姿には、私は純粋に凄いなと思う。
そんなことを思いながら、私は早めに眠りについた。
　☆
　許せ、高鈴。今度昼飯奢るから。

「はい、急で申し訳ないですが家の都合で今日はお休み頂きます」

会社に連絡し、今日のイベントは私の代わりに高鈴にしてもらうようにお願いした。資料は出来ているし事前の打ち合わせも高鈴としていたので彼でも大丈夫と上司には言ったものの、全くの嘘だ。

会社への電話の後、高鈴に個人的に事情を説明する。
「何水臭いこと言っているのだ。俺とウーサはもうオヤツのやり取りをした仲だしな。こっちは俺にまかせて、ウーサを元気にしてやってくれよ」
高鈴は一つ返事で肩代わりしてくれた。

本当に良いやつだ。いつものワンコインの定食屋ではなく、しゃぶしゃぶ屋の二千円ランチコースを奢ってあげよう。そうココロの中で高鈴に感謝しつつ、私は本題に戻る。

そう、ウーサとの長い一日が始まるのだ。

ウーサを野花動物病院に連れていくためには、まずはキャリーに入って貰わなければならない。キャリー自体は昨晩の間にクッションマットを入れて準備万端だ。

私はウーサの小屋に近づく。食器の様子は昨晩から変わっていないことから、昨日から何も食べていないことがわかる。つまり体調は回復していないのだ。

「ウーサ、動物病院で診てもらおう」

そう言いながらウーサに手を近づけるも、小屋の奥でうずくまりながら威嚇するようにぶーぶー言っている。今日ばかりはウーサが嫌がっていても連れていかなければならない。私は強引にウーサをひっぱり出そうと手をウーサの後ろに回そうとしたその瞬間、
バリッ！　ぶーぶー！
「痛っ！」

手の甲がウーサに引っかかれる。その攻撃は思いのほか痛く、思わず引っ込めた手を見ると、血が滲んでいた。だが、もちろん怪我したからといって諦めるわけにはいかない。

私はそれでも強引に手を奥に持っていくと、今度はウーサは一気に動き出し、小屋から飛び出す。そして、柵の隅へと移動する。

「おいおい、元気が無いのだから無理するな」

とりあえず小屋から出てもらうことには成功したので、キャリーをウーサの元に持っていく。が、その瞬間再び走り出すウーサ。その目的は、

「小屋に戻る気か、させるかっ！」

私は素早く小屋の扉を閉める。ウーサは行き場を無くし、再びさっき居た部屋の隅へと戻る。私は半ば強引にキャリーをウーサに近づけ、そして後ろに逃げようとするそのお尻を押していき、ウーサをキャリーの中に入れることに成功する。そして、逃げ出せないように、すかさずキャリーの扉を閉める。

このキャリーは、表側と裏側の両方に扉が付いている。ウーサは中に入るとキャリー内で一回転をしたので、さっき入った側の扉に顔が見える。中に入った後は大人しくしてくれているようだ。
私はゆっくりとキャリーの扉を開け、ウーサの頭を撫でる。ウーサの身体は少し冷たく感じた。
「ちょっと我慢してくれよな」

キャリーには事前にクッションマットが敷いてあるし、ウーサの好きなオヤツも少しだけ入れてある。キャリーの中が狭いということ自体は、うさぎの習性的には問題ないだろう。
私は一段落したので、さっきウーサに引っ掻かれた手の甲を見る。

痛くはないが炎症するとあれなので、さっと水で洗う。

時計を見る。八時五十分だ。予想以上にウーサをキャリーに入れることに時間がかかってしまったようだ。
昨晩からＷｅｂカメラを繋げたままのパソコンの画面を見る。湯浅さんはオンラインになってはいるが、何も話しかけてこないことからするに、今は寝ているのだろう。おそらく昨日遅くまでウーサを見守ってくれていたのだ。

「寝坊しないといいのだが」

私はメールで湯浅さんに今から動物病院に行くとだけ送る。
そして、
「急ごう」
私はウーサの入ったキャリーを抱え、野花動物病院へと向かう。
　☆

野花動物病院。野花（のばな）という人が院長を務める、小動物を専門に扱っている動物病院だ。私の住むマンションから歩いて十分程度の距離にある。大通りから一本中に入った路地裏にあり、外見は白を基調としており、病院名を書いた看板が無ければ一般家屋のように見えるぐらい素朴な感じになっている。横の敷地には路地裏にあるには不釣合いなぐらい広い駐車場と、空き地のような薄っすらと雑草が生えているスペースがある。

動物病院についてちょっと説明すると、病院によっては犬や猫を専門とし、うさぎやハムスター等の小動物を診てくれないところもある。理由は色々あるが、トラブルが発生しやすいことが大きいと思われる。小動物は病院の診察台に乗った段階で体調不良と緊張が重なり亡くなってしまうこともあり、飼い主がそれを理解していない場合に病院側が飼い主から訴えられるというトラブルが多いそうだ。本や雑誌でそういったことは周知されつつあるが、まだまだ全員というわけにはいかないから難しい。

そういった理由からも、野花動物病院のような小動物を専門としているところは貴重な存在である。
もちそん小動物を専門にしているが、犬や猫も診ているようで、私が普段通りがかるときには、実際犬や猫しか見ることはなかった。
それは単純に飼われている絶対数の違いなだけだろうが。

私が花咲動物病院に着いたのは、丁度開院の札が掲げられていたときだった。大きな犬が二匹、飼い主と共に開院待ちをしていたので、私はその後ろに続く。
扉を開けて院内に入ると、まずは腰の高さぐらいの柵が出迎えてくれる。これはうさぎカフェにあるものと同様で、中にいる動物が逃げてしまわないようにするためのものだろう。私は外へ続く扉がちゃんと閉まっていることを確認し、それから柵の扉を開けて中に入っていく。
改めて、院内の様子を見る。

院内も白を基調としている。正面には一般的な病院より少し高めの受付カウンターがある。右手には診察室への扉が二つある。左手には建物の側面に沿った形、長細い形の待合室がある。
つまり、建物を正面から見て三分割し、左側が待合室になっている。

先に入った二匹と飼い主さんは常連だったようで、受付をさっと済ませて待合室の手前側に座っている。私も受付を済まそうとカウンターへと向かうと、受付カウンター越しに声をかけられる。
「先に座っていてくださいね。改めてこちらからお伺いします」

なるほど、そういうシステムなのか。

「わかりました」
私はそう言って、待合室の一番奥へと向かう。

この動物病院に向かっている間、ウーサは揺れるキャリーの中にいるわけなので、緊張と安定しない場所にいるという恐怖感でだいぶ疲れているだろう。そういう意味で、待合室にまず腰を下ろすことが出来るということは助かる。

私は待合室の一番奥に座る。ウーサの入ったキャリーも同じく腰掛に置く。そしてウーサの正面側になっている方の扉を開ける。
ウーサは大人しくしているが、やはり普段のときと違い、だいぶ緊張しているのか身体が強張っているのがわかる。
そんなウーサに私が今出来ることは撫でることだけ。私はゆっくりとウーサのおでこを撫でる。少しひんやりしているのを感じる度、私のココロの中に不安がどんどん広がっていく。

そうしていると、受付の中にいた人がバインダーを持って、私とウーサの元にやってくる。そして、問いかけてくる。
「今日はどうされましたか」

受付の方の問いに、私は診て欲しいのはうさぎであること、そしてその症状を簡単に伝える。
「わかりました。お客様は当院は初めてですよね。この書類に記入お願い出来ますか」

（あ、そういえば）

受付の人にそう言われ、湯浅さんから預かっていたものを思い出す。それと同時に、受付の人もキャリーの中にいるウーサを見て何かを思い出したようで、不思議そうな表情をする。

「あら、もしかしてこの子、湯浅さん家のウーサちゃんかしら」

「は、はいそうです。今日は湯浅さんの代理で来ました。これ、湯浅さんから預かってきた診察券です」

私は、受付の人に診察券を手渡す。受付の人は、やっぱりウーサちゃんだね、と優しく微笑んでいる。
確か、湯浅さんはこの動物病院にはまだ一度しかウーサを連れて行っていないと言っていた。それなのにちゃんと覚えてくれているのは、私にとっても嬉しいものだ。そして、安心も出来る。

その後、受付の人は順番が来たらお呼びしますね、と言って戻っていった。

それからしばらくして、先に来ていた方が順番に呼ばれていった。

ウーサの症状は、食事をしなくなったというもの。
食事をしなくなってから一日経過しており、その間はオヤツを少し齧っているものの、ペレットやチモシーは全く食べていない。うさぎの飼い方の本によると、毛づくろいの際に飲み込んだ毛が詰まり、それにより胃や腸の活動を悪くさせてしまうことがあるようだ。その状態が数日続くと、死に至ってしまうとのこと。
この数日というのが素人には判断が難しく、うさぎの体力によっては昨日の私のように翌日を待つということすら出来ずに亡くなってしまうこともあるようだ。だからそうならないためにも、飼い主はうさぎの日々の様子の観察を怠ってはいけない。

「そんなことは本を読んでわかっていたはずなのに、くそ」
油断してしまった自分が情けない。私は不甲斐なさと心配するココロで涙しそうな自身を押さえつけつつ、診察の順番をウーサと共に待ち続けた。

　☆

待つこと五分。予想以上に早く呼ばれることになった。

「ウーサちゃんと、湯浅さんの代理の方、診察室にお入りください」
ウーサにとっては二回目、私にとっては初めてとなる動物病院の診察室。第一印象は、小さい部屋だな、だった。
部屋の大きさは私の住む一般的なマンションの一部屋ぐらいに見える。そして中央には、私が寝れるぐらいの大きな診察台が置かれている。人間を診る病院ならわかるのだが、小動物を診るのには不釣合いだ。と、思ったところでそういえば犬のような大きな動物も診ていることを思い出し、一人で納得した。

診察台の上には緑色の柔らかそうなマットが敷かれていて、隅の方にはピンク色のタオルケットが数枚畳んで置いてある。診察台の奥側にはガラス扉の棚があり、その中に様々な薬品や器具が並べられているのが見える。
肝心要の獣医は、診察室に入って右手奥側にいて、パソコンのモニターが置いてある小さな机の前に座っていた。

獣医は私とウーサを見て優しく微笑みながら、ウーサが中にいるキャリーを診察台の上に置くように促してくる。そして、

「初めまして。野花といいます」

と、丁寧に挨拶してくれる。私も軽く自己紹介と、湯浅さんの代わりに来ていることを伝える。

私は、ゆっくりと診察台の上にキャリーを置く。

「それでは、ウーサちゃんを外に出してもらえますか」

野花獣医の言葉を受け、キャリーの扉を開ける。が、ウーサは緊張しているのか出てこようとはしなかった。それだけでなく、必死に奥側に逃げようとしているのが見える。湯浅さんが一度ここに連れてきているのだから、この場所は安全であるということを覚えていると思うのだが。やはり体調が悪いからだろうか。

野花獣医は私のココロを見透かしたように、首を横に振る。

「おそらく、前回の診療で嫌な目にあったことを覚えているのでしょう。賢い子ですから」

一体、前回は何があったのだろうか。と、思ったときに、診察室内にいる野花獣医ではなく私でもないもう一人の人物、看護師が話し始めた。

「卯月さん、キャリーの逆側も開けてもらえますか」
そうだ、このキャリーは両側が開くのだった。私は名も知らぬ看護師の提案を受け、逆側の扉も開ける。

この状態で、再度正面からウーサを出そうと試みる。するとウーサは先ほどと同じように後退する。が、そこには扉は無く、結果としてそのまま外に出ることになった。もちろん私たちはその隙を逃さない。看護師は後退しているウーサのお尻からタオルケットを当て、そのまま包み込む。私は急いでキャリーを診察台から降ろす。

タオルケットに包まれたウーサは最初は暴れていたが、看護師がウーサの眼を覆い隠すと、次第に大人しくなっていった。

その様子を見ていた野花獣医は、

「元気でけっこう」

と言いながら立ち上がり、タオルケットに包まれたウーサの元に移動する。そして、さっそく触診を開始してくれた。

まずは背中。ちょっと太っているかなとの言葉。

「ペレットの量をほんの少し減らして、その分チモシーは食べ放題にしてあげたらいいですよ」

なるほど。と、納得はしたものの、ぶっちゃけ今は何も食べないのだから、それどころではないはずだろう。

今日は食事をしなくなった状態に危険を感じ、それなりに焦ってこの動物病院にやってきたわけなので、この野花獣医の健康診断的な台詞は正直場違いに思えた。だが、そうやってウーサを触ってはコメントをしてくれる姿を見て、実際は一分一秒を焦るものではないのだよということを教えてくれているようで、安心出来た。

背中や顔や横腹の触診が一通り終わったところで、野花獣医は「よっと」と軽い掛け声をだし、ウーサをひっくり返す。そして、今度はお腹を優しく撫でる感じで触診を始めた。が、始まって五秒ぐらいしたところでウーサは耐えられなくなったのか、野花獣医の手を振り払い、強引に元の体勢に戻る。その動きに私は驚いてしまったが、野花獣医は想定内だったようで、いたって冷静だ。

「やはりお腹が少し張っているようですね」

野花獣医はそう言ってから、私に問いかける。

「毛玉詰まりか、ガスが溜まっていると思われますが、寄生虫の可能性もあります。念のため、レントゲンを撮らせてもらってもよろしいでしょうか」

野花獣医曰く、レントゲンを撮れば、胃や腸の中の様子がわかる。そしてそれで毛やガスが詰まっていないのであれば、寄生虫が原因と思われるので、血液検査などの更なる対策が必要になるとのこと。

もちろん最善を尽くすべきだと思うので、レントゲンを承諾する。

野花獣医は私の返事を受け、看護師に奥の準備をするように促す。

この診察室には、私が入ってきた扉の向かい側、つまり診察室の奥側にも扉があり、別の部屋に繋がっている。看護師はその扉を開き、そしてウーサの乗った診察台ごと奥の部屋へと運んでいく。可動式の診察台というギミックに、私は少し驚いた。
（さて）
ウーサがレントゲンを受けている間に、私は野花獣医から寄生虫について教えてもらうことになった。

うさぎの腸には寄生虫が宿ることがあり、それがうさぎ自身を苦しめるそうだ。モニターに映る写真で実物を見せてもらっているが、グロテスクな感じだったので見せて貰いたくなかったのが本音だ。
野花獣医は、見たくない思いから険しい表情をしている私を見てウーサを過剰に心配していると思ったのか、優しく微笑む。

「必要以上に心配しないで大丈夫ですよ。先ほどの触診では、毛やガスがお腹に詰まっている可能性が最も大きいです。前回ウーサちゃんがここに訪れた理由も、腸詰まりでしたので、ちょっと詰まりやすい体質なのかも知れないですね」

なるほど。というかあの短時間でちゃんと触診出来たのか。
そんな私の関心をさらに他所に置き、野花獣医は真剣な表情で、
「ショッキングタイム！」
勉強になるからと、それからさらにうさぎのその他の症状の写真も色々見せてくれた。その名の通り、ショッキングな写真も多く、私の精神がどんどん削られていく。
白状します。

うさぎの雑誌にはちゃんとこういったうさぎの病気の写真や解説が載っているのですが、そういうのが見えたら飛ばして読んでいました。本当にすいません。

私の反省を当たり前のように他所に置き、野花獣医は説明を続けてくれた。

　☆
　五分ほどしたところで、ウーサは診察台と共に帰ってきた。
看護師は野花獣医にレントゲン写真を渡す。そして、その写真はパソコンのモニターの後ろ側にある電光板に貼られた。
野花獣医はそれをしばらく眺めて、そして私の方に振り向く。

「予想通り、胃の中に毛玉が溜まっていますね。それと、それにあわせてこれは軽度ですが腸にガスが溜まっています」

ウーサの横向きのレントゲン写真を元に、野花獣医は丁寧に説明してくれた。私は、これが原因でウーサの胃や腸が詰まっていて物理的に食事が出来ないということですかと問いかけると、野花獣医は半分正解、と言ってから、

「この症状が原因でウーサちゃんは痛みやストレスを感じ、それで食欲が無くなっているということがもう半分の原因だよ」

と、付け加えた。

なるほど。確かにウーサの好きなオヤツは調子が悪くなっても齧っていたことを思い出し、納得する。
野花獣医は、診察台の上で看護師の手でタオルケットに包まれながら丸まっているウーサのおでこを、よく頑張ったな、と言いながら撫でる。そして、
「今日は胃と腸の動きを良くする飲み薬を出しておきます。それと、栄養剤も注射しておきますね」

と、私とウーサに言った。言った後、そういえば、と付け加え、

「ええと、湯浅さんは夜には帰ってくるのかな」

野花獣医の問いに、私は首を横に振る。そして私がウーサをしばらく預かることになっていることを簡単に説明する。野花獣医は、なるほど、と頷く。そして、ガラスの戸棚を開け、その中から注射器のようなものが入った袋を取り出す。野花獣医はその袋を開封しながら、私に問いかける。

「これはシリンダーと言って、これで朝と夜にウーサちゃんに飲み薬をあげてもらうことになりますが、卯月さんは経験ありますか」

「いえ、やったことないですね」
私がそう答えると、それでは見ていてくださいねと言って、野花獣医はウーサの元へ近づく。

野花獣医はまずは左手に持っている薬の入った容器のふたを開け、そこにシリンダーの先を入れ、ゆっくりと薬を吸いだしていく。

「このラインが必要量の目安になります」

「なるほど」
そして、野花獣医は次にウーサの背中をタオルケット越しに軽く押さえ、おでこを軽く撫でた後、おもむろにウーサの口にシリンダーの先を入れる。が、ブルルッ。ウーサはそれを顔をずらすことで外してしまう。野花獣医は看護師に少しだけ一緒に押さえるように指示する。看護師は頷き、一緒にウーサを押さえる。
野花獣医はそれから再びウーサの口の中にシリンダーの先を入れる。今度はウーサも抵抗しなかった。シリンダーの押し棒がゆっくりと押されていき、それによりウーサの口の中に薬が入っていく。

ウーサを見ると、舌を出したり、微かなピチャピチャ音をさせながら飲んでいるようだった。

「薬自体は少し甘くしてあります。なのでうさぎさんも飲みやすくなっています。ただやはりうさぎさんはシリンダーには慣れないようで、最初はどうしても抵抗されてしまいますけどね」

その言葉とさっきのウーサを動きを思い出し、なるほどと頷く。

薬をゆっくりと飲んでいるウーサを見て、ふと思う。

（今は野花獣医と看護師の二人がかりでウーサに薬をあげているけれど、今夜からはこれを私一人でやるのか）

本当に出来るのか不安に思う。が、やるしかないのだ。
私の顔に不安な表情が出ていたのか、野花獣医は、

「ようは慣れです。卯月さんにとっても、ウーサちゃんにとっても」

と、安心させてくれる言葉と、

「シリンダーを完全に口の中に入れなくても、口の周りに薬がつくことでそれを舐めとってくれて、それにより飲むということに繋がりますので、とにかく焦らずにウーサちゃんと向き合ってがんばってください」

という応援の言葉をくれた。

そんな野花獣医の言葉に、私は大きく頷いた。

それから三分ぐらいかけてウーサはゆっくりと薬を飲んだ。野花獣医は空になったシリンダーと、薬の入った容器を診察台の端に置く。そして再び、よくがんばったね、とウーサを撫でてくれる。

だが、ウーサはまだがんばらないといけないようだ。

野花獣医は、看護師に再度奥で準備してきてくださいと伝える。看護師が奥へと向かった後、私に説明してくれる。

「次は、栄養剤をウーサちゃんに注射しますね」

栄養剤を注射というのは、さっきのようにシリンダーで飲ませるということだろうか。
私がそう思っていると、奥の扉から看護師が人間用の点滴を少し小さくしたような器具を持ってくる。その器具の先を見る感じでは、これは先ほどのようなシリンダーを代替とするのではなく、針を使う本物の注射による点滴だ。

　野花獣医は針を包むキャップを外し、栄養剤の入った袋を少し掴み、その先から数滴垂らす。いわゆる空気抜きだ。その後、その袋を器具の上部に釣る。
「さて、いきますよ。宇佐田さん、ウーサちゃんをしっかり押さえてくださいね。あ、それと卯月さんも一緒にお願いします」

そう言って、やっと名前の出てきた宇佐田看護師と私に押さえるように促す。私は宇佐田看護師に押さえ方を教えてもらう。
そんな姿を見て野花獣医はニッコリと微笑むも、真剣な口調で話す。
「今回は本物の針を使用します。ウーサちゃが暴れると危険ですので、二人でしっかりと押さえてあげてくださいね」

それは確かに危険だ。私はウーサを包むタオルケットをしっかりと押さえ、そして宇佐田看護師はウーサの目隠しをしている。
体勢が整ったところで、野花獣医は遠慮なくウーサの背中の部分に針をプスッと突き刺す。ウーサはちょっとだけビクッとするも、それ以上に暴れることはなかった。
「強い子だね」

野花獣医は、そういった褒め言葉を色々ウーサに語りかけながら、右手で針を刺した部分を押さえつつ、左手で栄養剤の入った袋を、にぎにぎしている。
ゆっくりとウーサの中に入っていく栄養剤。
「これはどういう意味があるのですか」
私の問いかけに、宇佐田看護師が説明を始める。

「皮下に栄養剤を入れていまして、それをウーサちゃんは三日ぐらいかけてゆっくりと身体に吸収していくのです」

「だからその間は食事や水をあまり取らないと思うけど、ちゃんと栄養はとれている状態だから心配しないでいいよ」

と、野花獣医が付け加えた。
（なるほど）
それは安心だ。しかしそんなことが出来るなんて、まるでラクダみたいだ。そんなことをココロの中でこっそりと思う。
　☆

五分ぐらいだろうか。ウーサは栄養剤をゆっくりとその皮下に蓄えた。注射針を外した後に、宇佐田看護師はタオルケットをゆっくりとウーサから放す。するとウーサは、
「お、動いていいのか」

と言わんばかりに勢いよく立ち上がるも、警戒しているのか移動しようとまではしない。
ウーサのお尻側を見ると、人間で言うと太ったお腹のような感じで膨らんでいるのがわかる。これが栄養剤なのだろう。

野花獣医はウーサのおでこを軽く撫でる。そして私の方を向く。
「今日はこれで終わりになります。三日後もまだ食事を全然しないようであれば、改めて来てください」

私は頭を深く下げて、ありがとうございました、と言った。

その後、下に置いていたキャリーを手に取る。ウーサをキャリーから出すのにはだいぶ苦戦したわけだが、キャリーに入ってもらうことは簡単だった。ウーサにとっては、家にいたらキャリーは入りたくない場所だが、診察室ではキャリーは入りたい場所なのだろう。居心地の良い場所の優先順位があるようだ。
私は最後にもう一度二人に対して一礼し、診察室を後にした。

そして、待合室に座る。ここにきて、自分自身がだいぶ疲れきっていることがわかる。ずっと緊張していたのだろう。
私はキャリーの中にいるウーサを見る。見た感じではここに来る前より元気になったように見えるが、私がこれだけぐったりしているのだから、ウーサもだいぶ疲れただろう。

（早く帰りたいな）

私がそう思った瞬間、受付の人に名前を呼ばれるのであった。

こうして、私にとっては初めての動物病院での出来事は終わった。

　☆

二時間ぶりに帰る我が家は、さっきまでの緊張の空間ではないからだろうか、とても懐かしく思えた。

私はさっそく柵の内側に入り、キャリーの扉を開ける。

ウーサは、出ても大丈夫なのか？　といった感じでちょっとだけ外に出ようとしては戻るという動きを数回繰り返す。そしてここが住んでいた場所とわかったのか、一気にキャリーから飛び出し、小屋に駆け込んだ。

元気なその動きを見て、私はやっと一息つく。

湯浅さんと高鈴にも現在の状況をメールし、そこで私は疲れがピークに達し、ゴロン。
横になりながら、小屋を見る。ウーサは今朝までのように小屋の中でうずくまるのではなく、くつろいでいるときの姿、そう、今の私の様に横になりながらこちらを見ていた。

「早く良くなれよ」

そんな私の言葉に、ウーサは耳を少しだけピクッと動かした。

うさぎは思っていたよりも容易く生死の境目に行ってしまう。
だから食べなくても大丈夫になる栄養剤の存在は、凄く安心出来る。　

万が一もうしばらくウーサの体調が戻らなくても、栄養補給を続けることが出来るのだから。

「でも、一番はウーサに早く元気になってもらうことだ」

私はそのためにも、これから朝と夜に待ち受けているウーサへの薬あげをがんばることを決意するのであった。
　☆
シリンダー職人の朝は早い。
私は冷たい水で顔をサッと洗い、シリンダーと薬を手に取る。薬が入っているのは小さい容器だが、開け口がとても広くなっており、シリンダーの先だけではなく本体も入れることが出来る。それにより、少なくなってきても吸い取ることが出来るようになっている。　

私はゆっくりとシリンダー内に薬を吸い込む。
今朝のミッションは、これをウーサに飲んでもらうことだ。

ミッションスタート。

まずは、ウーサの小屋を囲んでいる柵を外す。何故外すのかというと、昨晩の初めての薬あげのときの出来事の反省がある。

私は柵の内側に入り、薬をあげようとウーサの口にシリンダーを近づけるも、ウーサは何度も何度も逃げていき、上手くいかなかった。そこで焦ってしまった私は少し強めにウーサを掴んでしまい、その結果、ウーサはさらに力強く逃げ出し、その際に危うく柵にぶつかるところだったのだ。
湯浅さんとも相談し、薬をあげるときはなるべく広い場所が良いという結論になり、柵を外すことにしたのだ。

柵を外したあとは、小屋の扉を開ける。ウーサはだいぶ体調は良くなってきたようで、私が小屋から少し離れた場所でオヤツが入った袋を振ってガサガサ音を立てると、勢いよく外に飛び出してくる。

私はオヤツをその場にほんの少しだけ置き、ウーサがそれを齧っている隙に小屋の扉を閉める。
「ふふ、これでもう薬を飲むまでは小屋に帰さないよ」

私は朝から悪く微笑む。

ウーサは小屋の扉が閉まったことに気がついたのか、少し警戒しているように見える。私は再びオヤツの入った袋を取り出す。

「ほれほれ、オヤツですよ」

私はオヤツを軽く振り、その匂いをウーサに届ける。

警戒心よりも、食欲なのだろう。ウーサはゆっくりと近寄ってくる。

（ここでシリンダーか？）

いや、まだ早い。私は、ウーサがオヤツを食べている隙に近寄り、まず頭を撫で始める。ウーサが食事しているときに撫でると、手に咀嚼の振動が伝わってきて心地よい。
ウーサは、オヤツを食べることが出来ているからなのか、頭を撫でられているからなのか、次第に力を抜いていく。オヤツを食べ終わった後には、そのままの姿勢で寝転がる。その様子を見て、私はウーサに悟られないようにココロの中で再び悪く微笑む。

（そろそろだな）

私は撫でる範囲を耳の付け根中心からゆっくりと眼の辺りまで移動させていく。そして、最終的に目隠しの状態にする。
ここだ！

私はウーサを撫でていた方とは逆の手に持っていたシリンダーの先を素早くウーサの口元に持っていき、真正面からだと歯に当たってしまうので、少し横にずれた位置からシリンダーの先を入れる。

そして、素早く注入。ウーサはびっくりしてシリンダーから口を出す感じで頭を横に動かす。だがこの動きは野花動物病院で見ていたので、私は冷静に撫でる動きと目隠しを繰り返し、その度にシリンダーの先を口に入れていく。薬は一度に必要量の全てを飲ます必要はないので、こういう形で少しずつ飲んでもらえばいいのだ。

次第にウーサも薬に慣れてくれるのか、派手に逃げようとすることはなくなるが、それでもちょっとした動きを突然して、薬がウーサの口以外のところについてしまうこともある。

だが、もちろんこれも計算している。どうせ上手く行かないだろうと思っていたので、必要量よりも少し多めにシリンダーに入れておいたのだ。昨晩はこれをしていなかったので、再度シリンダーに薬を入れることになり、ウーサとのやり取りも仕切りなおしになってしまい、結果かなりの時間がかかってしまったのだ。
「ウーサが元気になるために必要なものだから我慢してくれよな」

そんな私の言葉が通じたのか、それとも野花獣医が言っていたように、薬が甘いということに気がついてきてくれたのか、最後の方は大人しく飲んでくれた。
なので油断していた。
シリンダーの薬を最後までウーサの口に入れた瞬間、まだシリンダーがウーサの口の中にあるような状態。ウーサは今世紀最大の暴れっぷりを見せ、私の元から逃げていく。
私から離れた場所で、口元を小さい舌を見せながら舐めている。
私はそれを見ながら思う。

「逃げるのはもちろん良いのだけど、なんか薬を全部飲んだからもういいでしょ、的な感じの動きだな」
うさぎというのは、私が思う以上に色々理解しているのだろうか。

そんなことを思いながら、私はシリンダーを洗うために洗面所に移動する。

洗面所から戻り、シリンダーを薬と一緒にしまっておこうとして薬の容器を見た瞬間、気づく衝撃の事実。

「容器のふた、閉めてなかった」

もし何かの拍子に机を揺らしていたらどうなっていたか。私はそんな恐ろしい状況を想像し、身震いした。

ウーサもそれを真似してか、身震いして、オシッコをした。昨晩からの様子では水を飲んでいた様子は無いが、栄養剤を取り込んでいるからなのだろう。その姿を見て、私は思わず口元が緩む。
「ウーサもある程度元気になったようだな」

私は安心して、買い置きしているカップタイプのコーヒーを冷蔵庫から取り出し、普段の朝のようにテレビの電源を入れる。

「ぉいい？！」

そのテレビに映った現実に、一瞬コーヒーを噴出しそうになった。

午前八時。
既に今すぐ出社しても遅刻ライン。

私は大慌てで小屋の扉を開ける。ウーサを小屋に戻している時間まではないので、自主的に戻ってくれることに期待しよう。
「さすがに体調も万全ではないだろうし、放し飼い状態になっているけど、暴れはしないだろう」

そうと決まれば、毎日お決まりの身支度をし、これまた買い置きのパンを手に取り、玄関に鞄を置く。そして廊下と部屋の境目まで戻り、ウーサを見る。
「ウーサ、いってきます」

私のその言葉にウーサは返事もせず、ただゴロンと横になっていた。うずくまるのではなく、横になってゴロンとしているその姿に、私は安心の微笑みをしながら家を出た。

もぐもぐもぐ。

全然うさぎとは関係ないが、食パンを口にくわえながらダッシュし、手を使わずに口だけで食べる。ジャムとか付けていたら唇の上の方までべっとりなってしまうはずなのに、それを平然とやってのけるアニメキャラ。彼らの技術は思っていた以上に高等なのか。
そんなどうでもいいことを思う、日常の朝。

そして、私はウーサのオシッコの掃除をしていない事実には、目を瞑ることにした。
　☆
野花動物病院を訪れてから三日後。ウーサは普段どおりの食事や運動をするようになった。
こうして、ウーサの闘病生活は一段落したのであった。

ちなみに、ウーサを放し飼いにしていった日。物を壊されるということはなかったが、室内のそこら中で糞やオシッコをしていたようで、惨状になっていた。

だが、それを片付けるときに、ウーサの糞に毛がいっぱい絡んでいることに気がついた。

毛玉が胃に詰まったりガスが溜まったりすると、糞をしなくなったり、毛が絡んだり、小さくなる。私はそれを思い出し、これからは糞もしっかりチェックしよう。そう決意するのであった。

第五羽　うさぎ家
　ウーサが元気になって一ヶ月。何となくなのだが、前よりもウーサと仲良くなれている気がする。
例えば、ウーサを柵内で遊ばせているときに私も柵の近くで寝転がっていると、気がつけばウーサも私に近い位置での柵の向こう側で休憩しているのだ。今までだと小屋の中か柵から遠い場所で休憩していることが多かったのに。

私は、やってみたいことがあった。

『私の部屋を、うさぎ家にする』

湯浅さんの家のように、うさぎに染まるというコンセプトのうさぎ家にすることは財政的にも難しい。そんな私が出来ることと言えば、ウーサにこの部屋を開放することだ。

だが、さすがに日中仕事に行っている普段にいきなりそうするわけにはいかない。この前のようにウーサの体調が良くないから暴れないだろうということがわかっていればいいのだが、普段のように走り回ったりジャンプしたりしているのであれば、何か事故が起こる可能性があるからだ。そうなってしまってからでは遅いのだ。
だから諦めていたのだが、天が私に味方した。

年末年始の休みが、カレンダーの曜日とワイエスの業務開始日の関係で二週間という長期休みになったのだ。
それだけの休みだと、今度は湯浅さんが日本に一時帰国するかなと思ったが、そこは天下の最終幻想社のプロジェクト。湯浅さんには悪いが案の定炎上し、遅延を取り戻すためにもプロジェクト参加者は正月返上で取り組むことになったそうだ。これは余談だが、その正月返上対策として、有効なパスポートを所持している人も一時的に台湾に飛ぶことになった。

私はウーサのことがあるので断ったが、高鈴は参加することになり、正月休みが無くなったとだいぶ嘆いていた。

ちなみに私の実家は電車で三十分の距離にあるので、例年通り、ちょっとだけ顔を出せばいい。

長々と理由を述べたが、つまり私は年末年始の間は家でウーサを放し飼いにしても見守ることが出来るのだ。
「というわけで家にいることは出来るし、私もだいぶウーサと仲良くなることが出来たと思う。だから年末年始の二週間。その間だけでいいから、柵を外し、小屋の扉も常時開けっぱなしにして、この部屋でウーサを放し飼いさせてもらえないだろうか」

私の提案に湯浅さんは考え込む。が、一分もしないうちに、
「うん、いいよ」

と、了承してくれた。そのあと、ちょっと悩んだのは、湯浅さんよりも私が先に放し飼いを経験してしまうことが悔しかったからとぶっちゃけてくれた。それなら止めとこうかと言うと、
「ううん。卯月君の言う通り、確かに放し飼いを経験するのには丁度良いタイミングだしね」

そして、さらに湯浅さんは付け加える。
「こっちは高鈴君と一緒に、最終幻想社を怨みながら頑張るよ」

その言葉には、ぞっとするぐらい怨念が込められていた。

　さて、女王陛下から放し飼いの許可（ライセンス）が出たのだから、さっそく準備に取り掛かろう。
まずはテレビ周りの隙間の封鎖の補強だ。前に何もしていないときにウーサに入られてスピーカーのケーブルを噛み千切られて以来、ダンボールで入れないようにしている。ただこれは本当にダンボール一枚を壁にしているだけなので、私が何かをしている間に柵を乗り越えたときのような短時間であれば防げるが、長時間となると難しいだろう。だから私はその隙間の内部に百円均一の店で買ってきたプラスチックケースを詰めた。そしてその上に前と同じようにダンボールを、枚数を増やして貼り付けた。
次はコンセント周り。どうしても内部にしまうことが出来ないケーブルについてはケーブルガードと呼ばれる曲げることの出来るプラスチックの筒のようなもので囲む。そしてそれにあわせて簡易な柵でも囲むようにする。

あとは机の上。ウーサのジャンプ力であれば机の上には乗ってくると思うので、必要なとき以外は机の上に何も置かないようにした。

居間はこれぐらいでいいだろう。一応念のために玄関と廊下も確認する。気をつけはするが、万が一ウーサがそっち側に入り込んでしまったときに危険なものがあるといけない。

「おっと、さっそくあった」

廊下と玄関の隅に、黒い悪魔対策のホウ酸ダンゴを置いていたのだ。私はそれをウーサが届かない高い位置に置き直す。もう冬だから捨ててもいい気はするが。その他には、見渡す限り何も無かった。
私は居間に戻り、小屋の中でくつろいでいるウーサに声をかける。

「もう少ししたら、この部屋は、私とウーサの家になるからな」

私の言葉にウーサは、
ガタッ。

オヤツがもらえるのかなと小屋から飛び出してくる。

「いや、そういうわけじゃ」

そんな私の言葉は、ウーサの口の中にオヤツと共に吸い込まれていった。

　☆

　最後に柵を取り外す。そして、小屋の扉も開ける。
部屋の変化を感じ取ったのか、ウーサは小屋の入口辺りに来るも、なかなか外に出ようとはしない。

そんなウーサに私は言った。

「今日からこの部屋は、その全てをウーサが使っていいんだよ」

ウーサは何度か出るのを躊躇ったあと、
ガタッ！

小屋の外に勢いよく飛び出す。
私はニッコリとウーサに微笑みながら、こう言ったのだった。

「ようこそ、うさぎ家へ」

★　うさぎエピソード　兎の錬金術師
　賢者の石。それは等価交換の法則を超え、様々な奇跡を起こす。だがそれは現実の世界には存在しないものである。だがもしそれを見つけることが出来たなら、奇跡を自在に操れるのだ。

「遂に、見つけた。我が求めて止まなかった賢者の石を」

「はいはい、ウーサのことでしょ」
ため息と共に、湯浅さんは私の厨二発言を切り捨てた。

私は現実の世界に戻り、話を続ける。

「ウーサを放し飼いにしながら本を読んでいると、時々足の裏をつんつんしてきてビクッとするのね」

柵の中だけで遊ばせていたときは、触れ合うときもこちらから触れにいくので、ウーサから触れてくるということはとても新鮮で嬉しかった。
「それで、最近はエアコンを入れていても寒くなってきたので、ウーサをそのままくるぶしの辺りで挟むのよ。ウーサは温かいよ」

毛皮を年中着ているだけのことはある。だが、温かいというのは序章だ。

「挟んでいると、ウーサはちょっとだけ身体を動かし、なんと、足をぺろぺろしてくるんだよ！」

私はその行為が嬉しくなり、足で挟むことを止めて、足でおでこを撫でるのだ。そしてしばらくして足で撫でるのを止めて再びウーサを挟んで読書に戻ると、またぺろぺろ。

「撫でて、ぺろぺろ、撫でて、ぺろぺろ、きゃわわわわ」

そんな私に、湯浅さんは冷静に突っ込む。

「でもそれって『撫でる』と『ぺろぺろ』の等価交換じゃない？　賢者の石のような法則外の奇跡では無いよね」

その発言に、私はＷｅｂカメラの前に行って首を横に振る。

「ココロがオーバーヒートするぐらいの幸せを貰っているのです」

これだけ幸せな気分にしてくれる存在なんて今まで無かった。
湯浅さんも、台湾に行く前のウーサとの二人きりでの生活は、こんな幸せな気分を味わっていたのだろうか。そんなことを思っていると、湯浅さんは大きくため息をつく。そして、

「ごめん、ちょっと引くわ」

と言った。その発言は想定外だ。私は、えー、と残念そうな声を出す。すると、湯浅さんは続けて話す。

「私も放し飼いではないけれど、ウーサを柵の外に出して同じことをしていたから、それを他人がしているということを聞くと、どうにもこうにもで、仕事なんて捨てて今すぐ日本に帰りたいと思ってしまっている自分に引いています」

私はＷｅｂカメラに向かい、頭の上に腕で丸を作る。そして、
「正常です」

と、真顔で答える。だよね、と湯浅さんは笑う。そしてそんなやり取りをしている私たちが気になったのか、ウーサが近寄ってくる。　

そして足元に行き、ぺろぺろ。

「うわ、きゃわわわわ！」

「いいなー、きゃわわわわ！」

撫でて、舐められて。そして溢れる愛情を感じて。

この溢れる愛情分を等価交換の法則無しに得ることが出来ることからウーサを賢者の石に例えたが、もしかしたウーサも私と同じように幸せを感じてくれているのかも知れない。

それなら、私とウーサの行為は立派な等価交換だ。

「卯月君の言う通りだと思うよ。見ている限りでは、ウーサも幸せそうだもん」

湯浅さんにはっきりそう言われると、それはそれで法則が乱れる。

こうして、うさぎ狂いの夜は過ぎていった。

★　うさぎエピソード　未知の場所
放し飼いを始めた頃は、ウーサにとっては急に世界が大きくなったようなもので、本当に安全な場所なのかを図りかねていたのか、小屋の周りでしか活動していなかった。でも次第にウーサの活動範囲は広がっていき、眼に見える範囲は安全な場所とわかったようだ。
タタタ。タタタタ。

そんな警戒な足音を立てながら、ウーサは気兼ねなく室内をウロウロしている。

そんなウーサが未知の場所と思っているのが、廊下だ。

普段は廊下への扉は閉めているのだが、私が冷蔵庫から飲み物を取り出したり、お手洗いに行ったりするために移動する際に一緒についてくることがあるので、部屋と廊下の境目に立つことはある。

だが、そこまで。

ウーサは廊下の前で立ちすくみ、前足をちょこんと少しだけ廊下に置くも、すぐに引っ込めてしまうのだった。

未知の場所に行くということは、人間であっても怖いものだ。うさぎであるウーサにとっては、なおさらだろう。

いつもなら用を済ませたらすぐに部屋に戻るのだが、今日はしばらく観察してみることにする。
チョコン。やっぱりだめ。でも、チョコン。やっぱりダメだ部屋に戻ろう。
ウーサは、まるでそんな声が聞こえてくるような動きを見せた。

「くそぅ、可愛いな」

私は、そのしぐさに可愛いなと思うのと同時に、私の部屋も湯浅さんの部屋のように安らげる場所と思ってくれていることが再認識出来て嬉しかった。

★　うさぎエピソード　勧められたら断るわけにはいかない
　放し飼いを始めると、日々のルーチンワークも少し狂ってしまう。

「おっと、ウーサの水が少なくなっているな」
今まではウーサを小屋から出す前にボトルをチェックし、ウーサを廊下に連れていかないようにするためにも小屋の扉を開ける前に水を入れ替えていたのだ。だが今はウーサの扉を開ける前という概念が無いので、チェックを失念してしまっていた。

私はボトルに水を補給する。そして、それを小屋にセットする前に、中腰になり、

直接！

ウーサの前にボトルの飲み口を持っていく。

「ウーサ、飲むかい」

ウーサは「お、水か」という表情をしたかと思うと、ゆっくりと飲み始める。近くで飲んでいるから、ごきゅごきゅという音が聞こえる。そんな当たり前の音でも嬉しく思える。
「しかし、不思議だ」

ウーサはちょっと顔を上に上げて飲んでいるのだが、人間からすればこの飲み方は食道の中に直接入っていく感じになるので辛い気がする。うさぎはそうでもないのだろうか。気管に入ってげほっげほっという惨事にはならないのだろうか。
ウーサは私がそんなことを思っている間も、ごきゅごきゅ。

一分経過。

「ウーサ、もうそろそろいいかな」

さすがに中腰のままでいるのは辛い。が、そんな私のココロの中の悲鳴を聞こえないふりしているのか、ウーサはその後、さらに一分半ほど飲み続けた。腰が少し痛くなったが、それでもウーサが直接水を飲んでくれたということが嬉しかったので良しとした。

★　うさぎエピソード　女の子
　行動出来る範囲が広くなったウーサは、まるで散歩で公園に連れていってもらったときの犬のように、はしゃぎ回っている。やたら意味も無く部屋を走り回ったり、自分の限界を試すように高くジャンプしたりしている。行動だけをみれば男の子だが、ウーサはこれでもれっきとした女の子である。

私はそんなウーサを眺めながら、呟く。

「私もこうして女の子と一緒に暮らす日がやってくるとはな」

これが同棲というやつか。いや、部屋の中、さらに小屋という檻に閉じ込めることもあるのだから、監禁か。

「私もこうして犯罪者になる日がやってくるとはな」

うさぎ監禁罪で逮捕されるその日まで、今は思い切りウーサとの生活を楽しもう。否、可愛がろう。
私はウーサの頭を撫で撫で。背中からお尻のラインにかけてをマッサージ。耳の付け根を時計回りにぐるぐる撫で撫で。耳本体をソフトタッチ。だが、そんな表だけでは私は満足しない。
「中の方も触っちゃうぞ。ぐへへ」

ウーサのお腹に手の平を潜り込ませ、圧迫させない程度にお腹をマッサージする。この手加減はなかなか難しく、ちょっとでも強くなったりウーサが気持ち悪いと思ったらすぐに逃げて行ってしまうのだ。だが加減を覚えた私は、ゆっくりと楽しむことが出来る。
　ちょっとだけ真面目な話をすると、お腹をこうして触診するということは、お腹の調子を確認するためという意味で大切なことなのだ。だから私は決していやらしい気持ちだけで触っているわけではないということを理解してもらいたい。と、誰かに言い訳する。
　私はお腹を撫でるのはそこそこにして、再びおでこや耳の付け根のマッサージをする。ウーサは気持ち良さそうに舌をペロッと出したり、ちょっとした軽い歯軋り音のようなものを出したりしている。　

「気持ちイイんか、ここがイイんか」
私は悪そうににやけた顔をしながら続ける。が、そのとき。

「うわ、変態がいるよ」

と、いきなり背中越しに聞こえる声。私は慌てて振り返り、パソコンのモニターを見る。気がつかないうちに湯浅さんがこちらに接続してきていた。

私はおそるおそる尋ねる。

「い、いつから聞いていました？」

その問いに、湯浅さんは笑い声で答える。

「帰りたいな、ってつぶやいたとこ」

「最初から聞いていたのじゃないですか、恥ずかしい！　いや、じゃなくてそれって本当に最初の発言ですよね」
意味がわからない回答だったが、さっきまでの弾けていた私のココロを落ち着かせてくれるのには成功したようだ。

私はさっきまで撫で撫でで拘束していたウーサを開放し、湯浅さんとの会話に戻る。湯浅さんは何故か今日はご機嫌だ。

「ねぇ、本当にその部屋に人間の女性を連れてきたことはないの？　卯月君、彼女はいないのかな」
なんとも失礼な発言だ。だが、
「ないですし、いません」

そう、失礼な発言だが当たっているのでどうしようもない。だから私は、せめて反抗的にぶっきらぼうに答えた。

本当は、勝手に私の部屋に入ってベッドを捨てた女性はいますけどね、と言いたかったが、小心者の私には無理だった。

つんつん。

ウーサはまだまだ撫でられ足りないのか、私たちの会話に割り込むような形で、私の身体をつんつんして催促してくる。そんなウーサの行動に私は再び表情が緩み、そして撫で撫で。

「ウーサは可愛いなぁ」
そんな私を見て、湯浅さんは、むー、と唸っている。

湯浅さんもウーサを撫でたいのか、それとも湯浅さんも私に撫でられたいのか。

「馬鹿じゃないの」

そんなことを口に出すと、湯浅さんの罵倒が聞こえてきそうで怖い。だが、それもいい。

駄目だ、何やら今日の私は『可笑しい』ようだ。
★　うさぎエピソード　ダッシュ！
　安心出来る場所なのだろう。ウーサは放し飼い状態になっていても、寝るときは小屋に戻って寝ることが多い。昨晩もそうだったようで、私が今朝目覚めて部屋の電気を入れた瞬間、ウーサは小屋から勢いよく飛び出した。
小屋を出たすぐの場所で一旦停止。したかと思ったら、ダッシュ！ダッシュ！ダッシュ！　そして、おもむろにジャンプ！　その高さは、今は部屋の片隅に置いてある柵の高さを超えているように見えた。私は寝ぼけ眼でウーサの食器にご飯を入れながら、
「今日はテンション高いな」

と、呟く。ウーサは私の声ではなく、食器にペレットが入ることで響く音に反応し、こちらへ一目散にやってくる。
ぽりぽりぽりという音が部屋に響く。

時計を見ると、まだ朝の八時三十分。昨日は深夜までやっていたお笑い番組を見てしまったので寝るのが遅くなってしまった。それにも関わらず早起きしてしまうのは、年をとったせいか、普段の朝早く起きる生活が癖になってしまっているからなのか。

どちらにせよ、私はまずはお手洗いと洗顔がしたいのである。

食事をしているウーサを横目に廊下に向かおうとすると、

スタタッタ！

ウーサはもう食事が終わったようで、爆走を開始する。

今度はテレビの下に移動し、隙間を防いでくれているダンボールをガリガリし始める。

「ちょっとまった。そこは奥に入っちゃダメだ」

私は慌ててウーサの元に行き、その動きを止める。ダンボールの奥にはさらにプラスチックケースでバリケードしているとはいえ、前に惨状を経験した私にとっては油断することは出来ない。

私がウーサの動きを何度か邪魔すると、ウーサはダッシュでその場を離れ、そしてもう一度大きくジャンプしてから、クローゼットの前の扉にもたれかかるようにして寝転んだ。おそらくクローゼットの扉の隙間から出てくる冷たい風が心地よいのだろう。

ウーサを見ると、その身体が上下しているのがわかる。

「良い運動をしたな」

私はそう言いながら、せっかくなので座布団をウーサの近くまで持って行き、ウーサが起きてしまわないように、そっと、ウーサと向き合う方向に、ウーサと同じ格好で寝転がる。
ウーサは、じーっとこちらを見ている。私もそんなウーサをじーっと眺める。

今、ウーサは何を思っているのだろうか。
「私のことを、仲間だと思ってくれていると嬉しいな」

うさぎ島には、様々な種類のうさぎが一緒に暮らしていると聞く。それならちょっとぐらい大きくて人間っぽいうさぎがいたとしても、うさぎは仲間だと思ってくれるだろうか。

「と、そろそろ尿意が限界」

私は起き上がり、すっかり忘れていた朝の用事を済ます。

数分後。お手洗いと洗顔を済ませ、廊下から部屋に戻ってくると、ウーサは何故か私の布団の上にいた。ウーサは私が一歩部屋の中に入ると、布団から逃げ出した。布団に乗ることは悪いことという認識はあるのだろう。

「別に乗ってくれてもいいのだけどね」

私はそう思いながら、まだちょっと眠いのでもう一眠りしようと布団に入った瞬間。

「冷たっ！」

水の感触。一体何で濡れたのだろうと一秒ぐらい考えてすぐにその理由がわかる。私はウーサを見て、怒る。

「ウーサ、オイタしたでしょ！」

だがウーサは私の言葉に耳を少し動かしただけで、朝食の残りのチモシーをもぐもぐ食べていた。

私はそんな姿を見て、観念する。

「この機会に、シーツを洗って布団も干そう。そうだ、それだけじゃなくて大掃除でもするか」

そうと決まれば、

ダッシュ！

私はウーサが部屋の中で遊んだりくつろいだりしている横で、しっかりと掃除をしていった。
「手伝ってとはいわないけれど、何か腑に落ちないな」
ウーサは私の部屋に来た当初は掃除機の音に驚いていたが、今はもうそんなことはなく、くつろいだままである。ウーサが原因で二度寝が出来なくなったのに、お構いなしにのんびり寝転がっている姿を見て、私の心は曇りの初日の出のように、どこかもやもやした。

　☆

　楽しい日々もいつか終わる。だから楽しいと感じるのだ。
年末年始の二週間の休みもあっという間に終わりを迎えた。その日が来れば、放し飼いの日々が無かったかのように柵を戻し、ウーサをその内側に戻す。
だらだらと長く続けることでウーサが放し飼いの生活を当たり前と思ってしまうと、今度は柵内だけの生活に戻ったときに耐えられなくなってしまうからだ。

「湯浅さん、私の提案を受け入れてくれてありがとう。楽しかった」

正月明けの初週を終えた後の週末。

「もう、こっちはくたくただよ」

湯浅さんの最終幻想社での年末年始をかけた大リカバリー作業は無事完了したようで、久しぶりにちゃんとした休みを取れたと喜んでいた。そして、久しぶりにゆっくりと話すことも出来ている。
湯浅さんは、

「この年末年始で試してみて特に問題も無かったみたいだし、平日のような家に居ないときに放し飼いにしているというのはもちろん駄目だけど、週末だけするとかはもちろん良いよ」

と、言ってくれた。
「それは嬉しいよ」
ウーサに広い遊び場を提供出来ること、自由に触れ合うことが出来ること、そしてなにより、放し飼いモードにした室内を元に戻さなくて良いという口実になるからだ。

こうして、私はウーサを放し飼いにしている生活、という変化を終えた。だからこそ、急に不安になった。最も大きい変化がいつ終わりを迎えるのかを。

でも、聞けなかった。聞いたらその時点で終わりが見えてしまうかも知れないと思ったから。

でも、そんな私の思いは他所に、湯浅さんは話し始める。

「今週末に正式に連絡があって、私たちがプロジェクトを抜けて日本に戻るのは、三月の最終週になるみたい」

湯浅さんは、やっと本物のウーサと会える！　と喜びの声を聞かせてくれる。私も、おめでとう！　と答える。

こういうときは、一緒に生活しているようで、生活していないという状況を作り出しているＷｅｂカメラでのやり取りは便利だ。

映る範囲に行かなければ、今私がどんな表情をしているのかバレナイのだから。私はウーサを見る。

ウーサは普段と何も変わらない姿で、もりもり食事をしていた。

　その日から、月日はゆっくり流れ、私は三月を迎える。

　☆

　ワイエスの執務室付属の四階ベランダ。今年も早くも二ヶ月経過した今日、現在の時刻は三時。春前の風は温かいようで、まだ上着は外せないかなと思うぐらい冷たい。

休憩時にここから見る景色は見慣れていたはずだった。

実際は見えるビルの店子が替わったり、はたまたビルそのものが無くなったりと、様々な変化が起きている。でもそんな出来事すら見慣れていることの一部となっていた日々は、私は相当面白くなかったのだろう。

「そうだな、私も相当面白くなかったよ。卯月がいなかったらとっくの昔に辞めていたさ」
いつも通り缶コーヒーを手に二つ持った高鈴が隣にやってくる。そしてプシュ！っとやるのかと思ったら、

「ほれ」

高鈴は持っていた缶コーヒーを一つ私に手渡した。

「今日は体調でも悪いのかい」
私がそう言うと、高鈴は振り返り、備え付けの自動販売機を見る。

「さっき、二本目を買うときに当たりを引いてしまったのだよ。これが一本目だったなら、今あげてない」

そして一本目はもうその場で飲んでしまったそうだ。なるほど、普段通りの高鈴である。

私たちは二人して、プシュ！　缶コーヒーのふたを開ける。

高鈴は二本目となる缶コーヒーをちょびっとだけ飲む。

「湯浅さん、もう今月末に帰ってくるのだな」

「そうだね」

私のそんな生返事に、高鈴は不思議そうな表情で、

「あれ、嬉しくないのかい」

と、言ってくる。

湯浅さんと会えるのは嬉しいけど、

「ウーサちゃんと別れることになるのが寂しくてね」

私がそう言うと、高鈴は突然一気に二本目の缶コーヒーも飲み干す。普段なら二本目は私が一本飲むよりも遅いぐらいちびちび飲んでいるのに、今日は珍しい。そして、
「これだから卯月と一緒にいるのは面白い」

そう言って、私の隣から離れて行く。その行動に違和感を覚え、私は視線を遠くのビルから高鈴に移す。高鈴はこちらに背中を向け、大きく伸びをしている。そして、

「私もうさぎを飼おうかな」

と言いながら自動販売機の前に立ち、コーヒーを購入しようとしている。キノセイかと私は視線を再び遠くのビルに戻した瞬間、

ピロピロピロ！

軽快な音がベランダに鳴り響く。これは自動販売機で当たりが出たときの音だ。高鈴を見ると、やべっ！　という表情をしている。
私は笑いながら高鈴に、今日は運がいいな、と言う。が、まてよ。

言ってから、当たり過ぎではないかと思う。こんなペースで自動販売機の当たりが出るわけがない。なら、その理由は。
私もベランダから離れ、運が良かっただけだよ、と何故か焦っている高鈴を他所に、自動販売機にお金を投入し、ブラックコーヒーを選択する。

ピロピロピロ！　当たりが出た。

「やはり。壊れているね、これ」

再び光り出した自動販売機のボタン。再度ブラックコーヒーを選択しようとしたところで、売り切れになっていることに気づく。

私は高鈴をじーっと見る。高鈴は、

「さて、仕事に戻らなくては」

そう言って、そそくさと執務室に戻っていった。

（後で高鈴の机の周りをチェックするか）

そう思いながら、私は再びベランダに戻る。そして私も、ぬおー！と言いながら大きく伸びをした。

そして、携帯電話を取り出し、メール機能を立ち上げる。
『今日は元気付けに来てくれてありがとうな』

と、書いて送信。
数分後。メール受信。

『うるせー、せっかく格好付けたのに台無しだったじゃないか』

私はベランダで一人、笑った。

「これだから高鈴と一緒にいるのは面白い」

だから、私もこうしてこの会社で仕事を続けることが出来たのだ。

ありがとう。

私はココロの中でそう思いながら、自動販売機の補充をしにお兄さんがやってきたので、なんとなく気まずくなり執務室に戻っていった。

　☆

　こうして、私とウーサの日々は過ぎていった。
明日は遂に、湯浅さんが帰国する日。
　★　うさぎエピソード　夢

　私は、夢を見ていた。
夢の中ではウーサも普通に会話することが出来るようで、寝ている私に話しかけてくる。

「なぁ、卯月ちゃん。なんでずっと一緒に居てくれないのよ」

（仕方ないだろ。私が飼っているわけじゃないのだから）

あれ、おかしい。逆に私が言葉を発することが出来ない。

ウーサは私の横でゴロンと寝転がる。そして視線だけこちらに向けて、一言呟いた。

「卯月ちゃん、もう立派な私の飼い主やで」

「ウー……

と、私が声を発することが出来たと思ったときには、眼が覚めた。

私は何故か流れる涙を、手の甲で拭った。

第六羽　うさぎライフ
　私が湯浅さんからウーサを預かって、一年。

思い返せば色々な出来事があったものだ。そんな日々も、そう。

今日で終わり。もっと感傷的になるのかなと思っていったが、実際この日を迎えてみるとそうでもなかった。

「ウーサ、私があげる最後の朝食だ。しっかり食べろよ。そして太るからちゃんと運動しておくのだぞ」

そう言いながら、ウーサの頭を撫でる。ウーサは気持ち良さそうに眼を細めていた。

　今日は湯浅さんが帰国する日。

私は湯浅さんの部屋にウーサを返さなければならない。

そのために、まずは湯浅さんの部屋の掃除だ。敷いてあるマットをいったん外に出して埃を払う。マットを戻す前にはちゃんとフローリングの床を乾拭きしておいた。

そして改めて湯浅さんの部屋を見る。数多くのうさぎ関連の書籍に、うさぎグッズ。湯浅さんのうさぎに対する愛情が感じられる。

「この部屋も見納めだな」

最後にじっくり、というのも湯浅さんに失礼だ。私は掃除をさっと済ませ、部屋を出る。
「おっと」
鍵を閉めるのを忘れてはいけない。

　ウーサの引越しは、二段構えだ。

ウーサが小屋から出て遊んでいる隙に、まずはウーサの小屋を湯浅さんの部屋に運び入れる。

そして、ウーサ自身はキャリーの中に入ってもらい移動する。

ウーサの引越作業を終え、湯浅さんの部屋のウーサの小屋の前。

ウーサはキャリーに入れられて怯えているのか、小屋の奥に引っ込んでいる。

そんなウーサを最後に撫でようと手を伸ばしたそのとき、

ぷーぷー！

ウーサは私の手をひっかこうとした。それを寸でのところで避ける。

私は愛想笑い一つ。

「そうだよな、キャリーに入れられた後だから警戒しているよな」

名残惜しいけど、私はウーサの小屋の扉を閉める。

そして最後に、

「今までありがとな」

と言って、湯浅さんの部屋を出た。

（感傷的な気分になる？）　
いや、どうせ湯浅さんに言えばウーサに会わせてもらえるさ。だから何も気にすることはない。

　☆

　今日は、あの日と逆だ。

私がマンションの前に立ち、湯浅さんを待っている。

約束の時間はまだまだ一時間も先だけど、何となく一人で自分の部屋にいたくなくて、こうして立っている。そのはずなのに。
ガラガラガラ。
一年前にも聞いたあの音が早くも聞こえてくる。その音の方を見る。
「お久しぶりです」

私がそう言うと、湯浅さんは笑った。一年ぶりに見る湯浅さんは、格好こそありふれたビジネススーツだが、とても綺麗に見えた。

「いや、私はＷｅｂカメラを通じてほぼ毎日、昨日も卯月君のことを見ていたけどね」

「そういえばそうですね」

私たちは、ふふっと笑う。

そして集合時間よりも一時間早いことについて尋ねると、一時間ある時差を考慮していなかったと言われる。確かにそれは私もすっかり失念していた。

さて、世間話はこの程度にしよう。湯浅さんが今一番望むことはただ一つ。それを早く叶えてあげなくては。
「湯浅さん、ウーサは湯浅さんの部屋に戻しておきましたよ」

私はそう言って、湯浅さんから預かっていた部屋の鍵を差し出す。

が、湯浅さんは鍵を受け取らず、私の言っていることが理解出来ないといった感じで首をかしげている。私自身も湯浅さんのその態度が理解出来ない。あ、まさか。
「あ、すいません。湯浅さん荷物多いですし、私が部屋の鍵を開けて扉も開けるべきですよね」

と私が言うと、湯浅さんはそうじゃないと即効で否定する。そして、私の言っていることが理解出来たのか、いや、でも理解したのならおかしいぐらいの怒りの表情を見せてくる。私は何も怒られるようなことをした覚えがないのだが。
湯浅さんは大きなスーツケースから手を離し、私の元に一歩近づく。そして、私に向かって大きな声で怒鳴る。
「馬鹿、誰がそんなことを頼んだの！」

そんなことというと、ウーサを湯浅さんの部屋に戻したことですかと聞くと、湯浅さんは頷く。

「いや、すぐにでも湯浅さんはウーサに会いたいと、また元の生活をしたいかなと思ったのですが」

湯浅さんの怒りは収まらない。そして、湯浅さんは何故か私の手を掴み、そのままマンションの中へ引っ張っていく。

「早く来なさい。ウーサを卯月君の部屋に戻すわよ」

「ええ？！」

全く予想していなかった湯浅さんの言葉に、私は思わず声を出して驚く。そして、

「そんなことをしたら湯浅さんがウーサと一緒に暮らせないじゃないですか。あ、あとスーツケース忘れていますよ」

私の言葉に、湯浅さんは、はぁ、とため息一つ。

「卯月君は天然かしら。卯月君だって半年近くウーサと一緒に暮らしてきて情が移ったでしょ。それはウーサだって同じことだと思う。だとしたら、もう一緒に暮らすしかないでしょ」

ポカーン。

湯浅さんは、顔をちょっと赤らめながら、
「な、なに。嫌なの？」

と言ってくる。

私は首を思い切り何度も横に振ってそれを否定する。そして、その動きで頭を揺らすことにより冷静になり、やっと状況を理解することが出来た。

私は首を振ることを止め、改めて真剣な表情で直接伝える。

「嫌じゃないです」

湯浅さんは、当然よ！　と照れ隠しだろうか、後ろを向きながら言った。

でも、その前に確認しておかなければならないことがある。

「湯浅さん、一つ聞いていいですか。どうしてウーサを私に預けようと思ったのですか」

あの日、マンションの前で出会うまでは、会社で何度か話していたり仕事を押し付けられたりしたことはあったにせよ、大切なうさぎを預かるような関係ではなかったはずだ。
「最初は私も友人に預かってもらおうと思ったのだけど、ウーサがどうしても凄く緊張しちゃってね。それで困っていたときに、卯月君のことを思い出したの」

一体どういうことだろうか。

「気づいていないと思うのだけど、私は卯月君のことをずっと見ていたわよ。何せ一目惚れしていたからね」

全く気がついていなかった。漫画の主人公であれば、ここで鈍感ね、とヒロインに言われているところだろう。
しかし、これは湯浅さんが私を好きという話であり、ウーサを預かる話には繋がらない。私がそう思っていると、湯浅さんは再び、

「はぁ」

とため息一つ。そして、言った。
「私が好きな人なら、ウーサも好きになってくれるはずでしょう」

それが私にウーサを預けようと思った決め手だよ、とも付け加えた。

私は湯浅さんのその純粋な考え方に、ただただ照れた。

そして湯浅さんの判断は確かに正しかったのだろう。今思えば、ウーサは年をある程度重ねている割には、私にはすぐに懐いてくれた。

それはてっきりウーサの性格だと思っていたが、先ほどの湯浅さんの話を聞く限りでは、そうではなかったようだ。

湯浅さんは真剣な表情に戻る。

「私も本当は、他人にウーサを預けるというのは凄く心配だった。だから、まずは卯月君にはうさぎについて勉強してもらうことにした。その様子次第では、最終幻想社のプロジェクトを断ろうと思っていたの。だけど、卯月君がしっかりうさぎについて学んでくれる姿を見て大丈夫かなと思えたの」

そして、湯浅さんは続ける。

「その判断は、今ならハッキリ言える。正しかったと。私という飼い主のことを気遣ってＷｅｂカメラを設置してくれたり、そのカメラを通じてウーサに愛情を持って接してくれていることを見せてくれたり、何より、ウーサが体調悪くなったときも本当に心配してくれて、病院にも連れていってくれたおかげで大事に至らなかった。あのときのことは本当に感謝してる」

私は湯浅さんの言葉に、照れ続ける。私はただ、湯浅さんの喜ぶ声が聞きたかっただけなのだが。ああ、なんだそうか。
私も、湯浅さんのことが気になっていたんだ。

今になってやっと自分の気持ちがわかった。

相思相愛。

というわけで。
「わかったら早くウーサの小屋を卯月君の部屋に。それと、私の布団と服も。あとお気に入りの人形もよろしく。あとスーツケース早く取りにいきなさいよね。いつまでマンションの前に放置してるのよ。盗まれたらどうする気よ」
『異議あり！』
「ちょっと待ってくださいよ。そんなにいっぱい私の部屋に入りませんよ。あと、スーツケースは自分で取ってきてくださいよ」
湯浅さんは、何言っているの、と言ってから、

「その分、私の部屋に卯月君の部屋の荷物を移せばいいでしょ」
「なるほど」
そう言われればそうか。
「納得した？　じゃあ後はよろしくね。私は長旅で疲れているから自分の部屋でいったん休むわね」
そう言って、湯浅さんはエレベーターへと向かう。スーツケースを置いて。いや、まぁ、スーツケースはこの際いいや。

「湯浅さん、部屋の鍵忘れていますよ」

そう言って、私は再び湯浅さんの部屋の鍵を差し出す。それを見て湯浅さんは三度ため息一つ。

「それ、スペアキーだから。無くさないようにちゃんと持っててよ」

と言って、エレベーターに乗り込んでいった。

さっき色々言っていたけど、なんてことはない。つまりはそういうことだったのだ。

私は緩む頬を手で押さえながら、マンション前でぽつんと佇んでいるスーツケースを回収しに向かった。

　☆

　ウーサの小屋を回収するために、湯浅さんの部屋に再び向かう。部屋の中では湯浅さんは一足先にウーサを撫でていた。湯浅さんは本当に幸せそうだった。
そして、湯浅さんはウーサ大好きオヤツシリーズの乾燥青マンゴーをあげている。が、なんとウーサはオヤツをその場で食べ、逃げようとはしなかった。湯浅さんとウーサは、しばらく離れていたけれど、その絆は変わらず残っているのがわかった。わかったが、
「元気でちゅたかー？」

ちょっと湯浅さんが幸せ過ぎて崩壊しているようなので、私はそそくさと小屋を運び出した。

私の部屋はまだ昨日までの状態なので、ウーサの小屋を運んでくるだけで準備は済んだ。

その後、私は湯浅さんに言われるがままに布団や人形を私の部屋へと運びこむ。

そして、何回か往復したあと。自分の部屋に持ってきた湯浅さんの荷物をウーサの届かない高い場所に一時的に置いていると、

ガチャリ。
鍵が開く音がする。そして、玄関の扉がゆっくりと開く。

そこには、湯浅さんがいた。その手にはキャリー。もちろんその中にはウーサがいるのがわかる。
私はニッコリと笑いながら、こう言ったのだった。
「ようこそ、卯月（うさぎ）家へ」

こうして、私と湯浅さんとウーサのうさぎライフが始まる。
―　うさぎ家　終　―
おまけエピソード
アフターエピソード
皆さん、ごきげんよう。卯月です。つい先月、台湾から帰国した湯浅さんと一緒に暮らすようになった私ですが、その後の日々をお伝えしようと思います。
　まずは二人で暮らすに辺り、必要なものを考えました。それは、お互いの部屋の鍵です。これは幸いにも、私に渡されていた湯浅さんの部屋の鍵は合鍵でした。そして、湯浅さんもこっそり私の部屋の合鍵を作っていました。犯罪くさい気がしますが、愛する人なのでそこは気にしないことにします。

　次に、部屋の大きさです。元々一人暮らし用の部屋であるのにも関わらず、ウーサの小屋を置いているのでさらに狭くなっています。

そこで湯浅さんと話し合った結果、柵は外すことにしました。
つまり、日常的に放し飼い状態にするということです。確かに私が試験的に年末年始の大連休で放し飼いにしたときも、大きな被害は無かったので、二人で部屋を隅々までチェックして危険なものや齧られ防止を施していけば大丈夫だろうという結論になりました。

「本当は、私が放し飼い生活を楽しんでいたのが羨ましかったのではないかい」

殴られました。

それから、元々私の部屋にあった本棚や、クローゼットの中の衣装ケースは、必要最低限のものを残して湯浅さんの部屋に移動させました。本棚は単純に部屋を広げるという意味で、衣装ケースの方は空いたスペースに湯浅さんの布団を入れています。
私は湯浅さんと愛し合う場として、私の部屋ではウーサもいるし放し飼いをしていることにより少し衛生面的にも心配になるから、そのときだけ湯浅さんの部屋に行くのはどうかと提案しました。
「ムードを考えろよ」
殴られました。

うさぎを飼うにあたり避けては通れない問題。小屋やお手洗いの掃除です。ウーサは湯浅さんの躾が良かったのか、単に監視が厳しいだけなのか、お手洗いはある程度決まった場所でしてくれます。　

興奮したときは例外なようですが。

それでも週に一回はちゃんと掃除してあげないと衛生的にも良くないのです。掃除当番は、週替わりになりました。

二人で一緒にやれば早く終わるのでは、と思われるかも知れないですが、掃除している間にもウーサは近づいてくるので、その度に掃除を中断して相手をしてしまうという抗えない誘惑があるので、掃除していない側がウーサの相手をすることで、短時間で掃除を終わらせることに繋がっています。

「ちょっとゴミ袋を広げて持って」

そんな感じでちょっとしたお手伝いはしていますけどね。

あ、わかります？　手伝うのはもちろん私だけですよ。

そういえば、湯浅さんと皆さんに伝えることがありました。

高鈴もうさぎを飼い始めたのです。

「あら、そうなの。じゃあ今度二人で見に行きましょうよ」

湯浅さんはそう言ったのち、

「でも、一番可愛いのはもちろん、わかっているよね」

と言って、私をちらっと見てきました。もちろんわかっていますよ。

　私たちはお互いに顔を見合わせ、いっせーの！の掛け声一つ。

「ウーサ！」

「湯浅さん！」

はい、殴られました。

そんなこんなで二人の生活は始まりました。もちろん幸せです。

ですが、二人で暮らしていく中である疑問が生まれました。

『ウーサは、私と湯浅さん、どちらによく懐いているか』

元々は湯浅さんの飼っていたうさぎではありますが、私も半年近くは二人だけで暮らしてきた実績があります。

部屋の中での私と湯浅さんの定位置・過ごし方は大体決まっていて、私は部屋の中央にある机の横に座布団を何枚かひいて寝転びながら読書をしていて、湯浅さんはパソコン机の前の椅子に座りながらネットサーフィンを楽しんでいることが多いです。
そんな中、ウーサの定位置は定まっておらず、私の近くで寝転んだかと思えば、湯浅さんの座る椅子の足元でくつろぐこともあるのです。両方ともに共通しているのは、手を伸ばせば頭を撫でることが出来る位置ということ。それはつまり、その人からの愛情をウーサが求めていることに他なりません。
だからこっそりとウーサにオヤツを上げたり、ぬくぬくマットを自分の近い位置に置いてみたりと、せこく好感度をあげています。

「何ずるいことしてるの」

湯浅さんに見つかりました。殴られました。そして、その後にこう言われました。

「それなら、二人一緒の場所にいればいいだけでしょ」

ノートパソコンというちょっとした出費もありましたが、二人して机の横で寝転がるようになりました。

トコトコトコ。ゴロン。

そして、その横にウーサも寝転がります。
そんな光景を見ると、私はとても幸せな気持ちになります。湯浅さんもそう思ってくれているといいな。
「何見ているのよ」
殴られ、ませんでした。触れる唇。

「好きよ」

湯浅さんの言葉に、私も、と返事しようとしたそのとき、

「ウーサの次に」

と言われました。複雑です。が、私も似たようなものなので気にしないようにします。

　そんなこんなで、私と湯浅さんとウーサは幸せに暮らしています。　
「卯月君、早く行きましょう」

今日はこれから、最近出来た『ラヴィアンローズ』という、うさぎカフェに行ってきます。

それでは、またいつかどこかでお会い出来たなら、再度うさぎの魅力をお伝えしようと思います。それまで、ごきげんよう。
―　おまけエピソード　終　―

◆あとがき

この本を手にとっていただき、ありがとうございます。初めての方は、こんにちは。過去の作品を読んでいただいている方は、お久しぶりです。うさぎ大好き、よろしんくです。
　今回も前作同様、うさぎを題材としたオリジナル小説です。前回の作品ではストーリーの流れ的に普段のうさぎとの暮らしをあまり書くことが出来なかったので、今回はそれを舞台にしようと思ったところからスタートしました。

タイトル自体は前作である『うさぎ課』と似ていますが、内容は続編ではありませんので、前作を読んでいない方も楽しんでもらえたかなと思います。
ですが、前作も今作同様に自信作となっていますので、是非一度手にとってもらえたら幸いです（宣伝。
　今回も前作同様に挿絵っぽいものを入れています。そして、当サークル初となる『しおり』を作成しました。小さなサイズの画像に作品のアピールを上手くまとめることは難しいと感じました。
　これまでに製作した来た本は、これで十作目になりました。思い返せば第一作をコミックマーケットで発表したのが2006年です。

それから毎回コミケには申し込んでいき、当選したら必ず新作を出すというスタイルで今日までやってきました。
「これは自信作！」と思っていても手にとってもらえなくて嘆いたり、時には多くの方に手をとってもらえて嬉しくなったり。感想をいただいてその場ではクールを装うも内心ニヤニヤしていたり。
今後はどうなるかわかりませんが、可能な限り、まったりと執筆していこうと思います。
なので、今後も末永く、よろしんく！　
次ページからは近況報告です。
何を思ったのか、来年の二月に開催される京都マラソンに出場します。制限時間内に完走出来るように、二日に一回は五キロ弱走る生活を続け、走行距離が合計百キロになりました。でも、そうなんです。本番はこの半分ぐらいを一日で走るのですよね（汗。

大切なターニングポイントになるイベントと考えていますので、制限時間内に走れるよう、がんばっていきます。

オンラインゲームは、今はＤＱＸをプレイしています。何故コミケの締切でヒーヒー言っているときにバージョン二が出るのかとやきもきしながら、入稿が終われば本気出すと誓っております。
カジノではバニー装備をドレスアップ用に二セット、まものつかい用にバトルレックス、あとはしんぴのカード三枚ゲットしました。　

討伐のフォレス丼でバトマスも順調に上がっていっています。メインの僧侶は、コンテンツで経験値がもらえるのでコツコツと。
締切間際でもそれなりに楽しんでいるのは、キノセイです。

　リアルの生活は充実した日々を送っています。色々と今まで一人では経験出来なかったことを体験していくことで、自分自身の考え方も変わってきている気がします。
　リアルの方のウーサも元気にしております。さすがに本編のウーサのように走り回ったりジャンプしたりはしなくなりましたが、まったり過ごしています。最近は自発的にペレットよりもチモシーを食べるようになっているという、ダイエッターでもあります。

　最後に。おそらく今回までのような赤字製本は、これで最後になると思います。今後はどういった形での発表になるかわかりませんが、作品作りは続けていけたらいいなと考えております。
　それでは、読んでいただいた皆さんに感謝の気持ちと、次も逢えることを願って。
―See You   　よろしんく

◆サークル「神紅の壷」　過去作品紹介

　【シティトレイン】
（発行　¨二○○六年八月十二日（土）Ｃ七〇）
　　　

　神紅の壺、作品第一弾。街を走る電車シティトレイン。

その車内で行われている企画を考案している青年の物語。
カントリートレインまでの作品の基礎となった作品。
【ＦＯＲ　ＢｒｏｔｈｅＲ】

（発行　¨二○○六年十二月三十日（土）Ｃ七一）
　　　　　　　
第二弾にして迷走した作品。兄弟の生き様を描こうとして、

怪しいだけの作品になりました。ライバル社初登場です。
　【ＶＳ上司】
（発行　¨二○○七年八月十九日（日）Ｃ七二）
　　　　　　　
シティトレインを企画する部署での部下と上司の戦いを
描いた物語です。この作品辺りから主人公とヒロインの関係
は完全に私の趣味になっています。女上司いいですよね。
【伝えるのは文字で】　
（発行　¨二○○七年十二月三十日（日）Ｃ七三）
　　　　　　　
私鉄カントリーサイドを舞台にした、自分の手で文字を書　

いて伝えることをテーマにした物語。伝聞という言葉に対抗

して伝文というのを作ろうとした覚えがあります。
そんな言葉遊びより、もっと内容を詰めるべきだった作品。
　【恋人募集中】

（発行　¨二○○八年八月十七日（日）Ｃ七四）
　　　　　　　
恋人に振られた主人公がお見合いを決意し、それに向けて
自分自身を見つめなおしていく物語。
尚、現在は恋人を募集していません。
【カントリートレイン】

（発行　¨二○○九年八月十六日（日）Ｃ七六）
　　　　　　　
恋人である小城葉月と電車の旅をしている赤坂紅葉。
この旅を経て、二人はどのように変わるのか、成長するのか。

　　　シティトレインから始まった舞台設定の総決算。この作品で、

第一作から続いていたシリーズは、いったん終了。
　　　
【向日側の日向】

（発行　¨二○一〇年八月十五日（日）Ｃ七八）
　　　　　　　
向日と日向の物語。日向が長期療養となったことから、

向日がその仕事のリカバリーをしていくことに。その中での

出会いを思い切り自分の趣味で書いた妄想作品。お気に入り。
【よかったら、見ていってください。】

（発行　¨二○一〇年十二月二十九日（水）Ｃ七九）
　　　　　　　
行方不明の兄を探す弟と妹。ひょんなことから事件に巻き

込まれ、それを解決していくことで見えてくる真実。
この作品の後、落選が続くとはそのときは思いもしなかった。
【うさぎ課】

（発行　¨二○一二年八月十二日（日）Ｃ八十二）
　　　　　　　
うさぎを愛する青年が、うさぎ課への正式採用をかけ、

うさぎ商品の考案大会に挑む。

（※作中のうさぎ商品のアイデアはオリジナルです）

【うさぎ課　追加エピソード】

（発行　¨二○一二年十二月二十九日（土）Ｃ八十三）
　　　　　　　
うさぎ課本編後の追加エピソード。

ネタバレが含まれていますので、うさぎ課本編後に楽しんで
貰えたら幸いです。カラーカバーは付いておりません。
―TO BE CONTINUED...
◆INFORMATION

製作・著作◆　よろしんく
　サークル◆　神紅の壷（シンクのツボ）
メール◆　synk_kun@hotmail.com

HP◆　http://www.eonet.ne.jp/~synk/index.html

